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づ
み積

由ゆ
う

　

10
月
下
旬
。
街
の
あ
ち
こ
ち
に
は
カ
ボ
チ
ャ
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
置
か
れ
、
テ
レ
ビ
で
は
ゾ
ン
ビ
に
追
い
か

け
ら
れ
る
シ
ー
ン
の
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
る
。
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
入
口
に
は
ポ
リ
ス
や
ナ
ー
ス
な
ど
の
コ
ス
チ

ュ
ー
ム
売
り
場
が
設
け
ら
れ
、
カ
フ
ェ
で
は
カ
ボ
チ
ャ
味
の
期
間
限
定
ラ
テ
が
発
売
さ
れ
る
。

　

そ
う
、
10
月
31
日
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
だ
。
日
本
で
は
す
っ
か
り
馴な

染じ

み
深
い
行
事
の
一
つ
で
あ
る
。
暑
さ

が
よ
う
や
く
収
ま
っ
て
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
る
10
月
初
頭
頃
か
ら
、
街
の
至
る
所
で
、
少
し
ず
つ
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
の
気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
イ
マ

　

10
月
末
に
な
る
と
日
本
各
地
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
一い

ち

概が
い

に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
い

っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
や
雰ふ

ん

囲い

気き

が
異
な
っ
て
い
る
の
が
面
白
い
。
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ザ
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
も
い
え
る
渋
谷
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
、
仮
装
を
し
た
人
が
多
く

集
ま
る
。
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
や
セ
ン
タ
ー
街
は
人
の
激
流
と
化
し
、
異
様
な
熱
気
と
空
気
感
に
包
ま

れ
る
、
ま
さ
に
お
祭
り
騒
ぎ
で
あ
る
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
（
以
下
、「
渋
ハ
ロ
」）
は
、
主
催
者
が
存
在
せ
ず
自

然
発
生
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
ん
な
に
多
く
の
人
が
集
ま
る
か
ら
驚
き
だ
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
以
外
に
も
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
戦
や
年
越
し
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
の
特
別
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
自
然
と
多
く
の
若
者
が
渋
谷
に
集
ま
る
。
渋
ハ
ロ
に
は
、「
若
者
が
集
ま
る
場
と
し
て
の
渋
谷
」
の
特

殊
性
が
よ
く
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

同
じ
く
渋
谷
で
は
「
地
味
な
仮
装
限
定
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」（
以
下
、「
地
味
ハ
ロ
」）
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
魔
女
や
ガ
イ
コ
ツ
の
仮
装
は
禁
止
で
、
参
加
者
は
と
ん
ち
を
効
か
せ
た
仮
装
を
楽
し
む
。
例

え
ば
「
友
達
の
引
っ
越
し
を
手
伝
い
に
来
た
奴
」「
ホ
テ
ル
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
で
締
め
出
さ
れ
た
人
」
や

「
セ
ン
タ
ー
試
験
会
場
で
英
語
が
書
か
れ
た
服
を
裏
返
し
に
着
さ
せ
ら
れ
た
人
」
な
ど
だ
。
参
加
者
の
仮
装

テ
ー
マ
が
話
題
を
呼
び
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
年
々
参
加
者
は
増
え
て
い
る
。
２

０
１
８
年
10
月
31
日
に
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
ト
レ
ン
ド
１
位
に
輝
い
た
。

　

川
崎
で
は
、「
カ
ワ
サ
キ 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」（
以
下
、「
カ
ワ
ハ
ロ
」）
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
ま
だ

日
本
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
ほ
と
ん
ど
馴
染
み
の
な
か
っ
た
１
９
９
７
年
、
地
元
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
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企
業
が
、
川
崎
の
街
の
元
気
と
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
立
ち
上
げ
た
。
22
回
目
の
開
催

で
あ
っ
た
２
０
１
８
年
の
カ
ワ
ハ
ロ
仮
装
パ
レ
ー
ド
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
約
12
万
人
で
あ
っ
た
。
仮
装
パ

レ
ー
ド
を
小
学
生
以
上
が
対
象
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・
パ
レ
ー
ド
と
中
学
生
未
満
が
対
象
の
キ
ッ
ズ
・
パ
レ
ー

ド
に
分
け
て
お
り
、
小
さ
な
子
供
で
も
安
全
に
楽
し
め
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
（
２
０
１
９
年
は
「
キ

ッ
ズ
・
パ
レ
ー
ド
」
を
「
カ
ワ
サ
キ
・
ラ
ン
ウ
ェ
イ
」
に
予
定
変
更
）。

　

池
袋
で
は
、「
池
袋
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
コ
ス
プ
レ
フ
ェ
ス
」（
以
下
、「
池
ハ
ロ
」）
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
株
式
会
社
ド
ワ
ン
ゴ
や
株
式
会
社
ア
ニ
メ
イ
ト
が
参
画
す
る
池
袋
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
コ
ス
プ
レ
フ
ェ

ス
実
行
委
員
会
の
主
催
の
も
と
、
豊
島
区
が
共
催
し
た
池
ハ
ロ
は
、
官
民
一
体
の
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
と
い
え
る
。
２
０
１
８
年
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
国
内
外
か
ら
２
万
人
の
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
が

集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
慢
の
衣
装
を
披ひ

露ろ
う

し
た
。
ま
た
、
２
日
間
で
合
計
10
万
人
以
上
が
来
場
し
た
。

池
ハ
ロ
の
様
子
は
公
式
ニ
コ
ニ
コ
生
放
送
で
配
信
さ
れ
、
視
聴
者
数
は
18
万
人
を
超
え
た
。

　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
は
、

期
間
限
定
の
パ
レ
ー
ド
や
シ
ョ
ー
を
開
催
し
た
り
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
た
り
す
る
。
長
い
と
こ
ろ
で
は
２
ヶ

月
以
上
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
期
間
を
設
け
て
い
る
よ
う
だ
。
お
菓
子
メ
ー
カ
ー
は
、
オ
バ
ケ
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど

の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
ち
な
ん
だ
イ
ラ
ス
ト
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
施
し
た
り
、
カ
ボ
チ
ャ
味
の
商
品
を
発
売
し
た
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り
し
て
い
る
。
家
電
量
販
店
が
く
じ
引
き
を
実
施
し
て
い
た
り
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
の
で
冷
や
し
中
華
始
め

ま
し
た
」
と
い
う
張
り
紙
が
個
人
経
営
の
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
の
店
先
に
貼
ら
れ
て
い
た
り
…
…
。
と
に
か

く
日
本
中
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
商
戦
」
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
る
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
記
念
日
協
会
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
推
計
市
場
規
模
は
約
１

３
４
５
億
円
で
、
同
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
約
１
３
４
０
億
円
を
超
え
る
ま
で
に
至
っ
た
（
日
本
記
念
日

協
会
記
念
日
文
化
研
究
所
、
２
０
１
６
）。
２
０
１
８
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
推
計
市
場
規
模
は
約
１
２
４
０
億
円
で
２
年

続
け
て
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
日
本
に
お
け
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
は

大
き
い
（
日
本
記
念
日
協
会
記
念
日
文
化
研
究
所
、
２
０
１
８
）。
企
業
側
か
ら
し
て
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
逃
し
が
た
い
商
機

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
カ
ゲ

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
経
済
効
果
な
ど
の
プ
ラ
ス
の
側
面
が
あ
る
一
方
で
、
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
も
あ
る
。
ニ
ュ

ー
ス
で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
で
あ
る
。
渋
谷
区
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

は
「
近
年
、
10
月
31
日
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な
ら
び
に
そ
の
数
日
前
か
ら
、
主
に
渋
谷
駅
周
辺
で
ビ
ン
や
缶
、

タ
バ
コ
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
や
、
車
両
に
よ
る
騒
音
な
ど
の
迷
惑
行
為
が
目
に
余
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
」
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と
投
稿
し
て
い
る
（
２
０
１
８
年
10
月
26
日
）。
ま
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
ｉ
ｎ
渋
谷
実
行
委
員
会
と
い

う
団
体
が
、
渋
谷
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
依い

然ぜ
ん

と
し
て
、
２
０
１

８
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
も
大
量
の
ご
み
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
。
街
角
に
は
ご
み
の
山
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

あ
り
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
棚
や
花
壇
に
ま
で
、
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
注
目
を
集
め
た
の
が
、
渋
谷
で
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
騒
動
だ
。

若
者
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
の
上
で
ジ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
騒
ぎ
、
さ
ら
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
横
転
さ
せ
た
様

子
は
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。「
ク
レ
イ
ジ
ー
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
事
件
」
と
呼
ば
れ
た
こ
の
事
件
で
は
、
車

の
横
転
・
損そ

ん

壊か
い

の
中
心
と
な
っ
て
い
た
４
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
ま
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
横
転
以
外
に
も
、
窃せ

っ

盗と
う

や
痴ち

漢か
ん

、
盗
撮
の
被
害
が
相あ

い

次つ

ぎ
、
計
19
人
が
逮
捕
さ
れ
た
（『
朝
日
新
聞
』
２

０

１

８

年
12
月
５

日
、『
日
本
経
済
新
聞
』
２

０
１
８
年
10
月
29
日
、
２
０
１
８
年
11
月
１
日
）。
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
だ
渋
谷
区
で
は
、
２
０
１
９
年
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
や
年
越
し
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
時
に
渋
谷
駅
周
辺
の
路
上
で
の
飲
酒
を
禁
じ
る
条
例
を
可
決
し
た
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
ナ
ゾ
：
こ
の
本
の
目
的

　

こ
の
本
は
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
謎
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
日
本

で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
こ
こ
ま
で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
の
か
？　

一
橋
大
学
商
学
部
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

7 はじめに



グ
や
消
費
者
行
動
論
を
教
え
る
松
井
剛
教
授
の
ゼ
ミ
の
15
期
生
が
、
こ
の
問
い
に
取
り
組
む
た
め
に
現
地

調
査
と
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。

　

２
０
１
８
年
７
月
、
株
式
会
社
星
海
社
の
櫻
井
理
沙
さ
ん
か
ら
松
井
教
授
の
も
と
に
、
い
ま
日
本
で
な

ぜ
こ
ん
な
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
流
行
っ
て
い
る
の
か
、
解
説
す
る
本
を
書
い
て
欲
し
い
、
と
い
う
企
画
書
が

送
ら
れ
た
。
２
人
が
相
談
し
て
、
こ
の
本
の
執
筆
を
松
井
ゼ
ミ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

私
た
ち
が
３
年
生
の
時
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
以
来
、
約
１
年
間
、
先
行
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
現
地
調
査
や
分
析
、
原
稿
の
執
筆
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
そ
の
成
果
を
ま
と
め

た
の
が
こ
の
本
で
あ
る
。
以
下
の
章
は
、
リ
レ
ー
形
式
で
ゼ
ミ
生
が
１
章
ず
つ
担
当
し
て
執
筆
し
て
い
る
。

こ
の
本
は
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
い
う
謎
に
満
ち
た
現
象
を
、
現
役
の
大
学
生
の
肌
感
覚
に
基

づ
い
て
学
術
的
に
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
章
で
は
、
あ
え
て
「
私
」
や
「
僕
」
と
い
う
一
人
称

で
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
本
で
は
、
い
ま
日
本
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
４
つ
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
（
渋
ハ
ロ
・
カ
ワ
ハ
ロ
・
池

ハ
ロ
・
地
味
ハ
ロ
）
を
調
査
し
た
。
ま
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
歴
史
も
振
り
返
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
私
た
ち
が

学
ん
で
い
る
消
費
者
行
動
論
の
理
論
や
概
念
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
を
使
っ
て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
い
う
謎
現
象
に
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つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。

　

消
費
者
行
動
論
と
は
、
と
て
も
簡
単
に
言
う
と
、
消
費
者
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
も
の
を
買
っ
て
使
っ
て

し
ま
う
の
か
、
あ
る
い
は
買
わ
な
い
の
か
、
に
つ
い
て
考
え
る
学
問
分
野
で
あ
る
（
ソ
ロ
モ
ン
、
２
０
１
５
）。
多

く
の
人
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装
の
た
め
の
材
料
や
衣
装
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
限
定
の
お
菓
子
な
ど
を
買
う
。

こ
の
よ
う
に
、
流
行
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
し
ら
買
っ
て
使
う
、
つ
ま
り
消
費
を
す
る
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
学
問
分
野
の
理
論
や
概
念
を
活
用
す
れ
ば
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
謎
を
解
き
明
か
す
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。

「
概
念
と
は
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
で
あ
る
」
と
い
う
言
い
方
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
概
念
が
思
考

の
は
た
ら
き
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
あ
る
概
念
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
見
過
ご

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
ら
に
光
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
タ
ル
コ

ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
こ
の
よ
う
な
概
念
の
働
き
を
「
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
」
に
例
え
た
（
苅
谷
、
２
０
０
２
）。
新

し
い
概
念
は
、
そ
れ
ま
で
暗
闇
の
中
で
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
ら
に
光
を
当
て
て
、
そ
の
存
在
を
示
す
サ

ー
チ
ラ
イ
ト
だ
と
い
う
わ
け
だ
。

　

な
ぜ
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
大
流
行
し
た
の
か
、
と
い
う
問
い
を
考
え
る
と
き
に
役
立
つ
キ
ー

ワ
ー
ド
が
、
実
は
消
費
者
行
動
論
の
中
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
例
え
ば
そ
の
一
つ
が
「
印
象
操
作
」
と
い
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う
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。
印
象
操
作
と
は
、
他
人
が
自
分
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
を
「
管
理
」
す
る
行
動
の
こ

と
で
あ
る
。
人
は
他
者
に
与
え
る
印
象
を
操
作
す
る
た
め
に
、
行
動
や
外
見
を
戦
略
的
に
選
ぶ
。
自
分
の

長
所
を
実
際
よ
り
誇こ

張ち
ょ
うし

て
表
現
す
る
こ
と
も
、
印
象
操
作
の
一
つ
だ
。

　

大
学
４
年
生
の
私
は
普
段
は
ラ
フ
な
格
好
を
し
て
大
学
に
行
く
。
し
か
し
都
心
の
恵
比
寿
に
あ
る
お
し

ゃ
れ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
友
達
と
夜
ご
飯
の
予
定
が
あ
る
と
き
は
、
授
業
後
に
一
度
家
に
帰
り
、
お
し
ゃ
れ

な
服
に
着
替
え
て
メ
イ
ク
を
直
し
て
か
ら
出
か
け
る
。
名
古
屋
で
生
ま
れ
育
ち
、
一
橋
大
学
と
い
う
東
京

の
都
心
か
ら
外
れ
た
大
学
に
通
う
私
の
、「
キ
ラ
キ
ラ
し
た
東
京
に
馴
染
ん
で
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
た
い
」

と
い
う
感
情
の
表
れ
だ
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装
に
も
、
印
象
操
作
の
要
素
が
あ
る
。
肩
を
露ろ

出し
ゅ
つし

た
バ
ニ
ー
ガ
ー
ル
の
仮
装
を
し

た
写
真
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
ア
ッ
プ
す
る
女
子
大
学
生
は
、「
時
代
に
の
っ
た
イ
ケ
て
る
可
愛
い
子
」
と

見
ら
れ
た
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ピ
ン
ク
の
全
身
タ
イ
ツ
に
カ
ー
ビ
ィ
の
お
面
を
か
ぶ
っ
た
写
真
を
ツ
イ

ッ
タ
ー
に
ア
ッ
プ
す
る
男
子
大
学
生
は
、「
人
と
は
違
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
つ
面
白
い
奴
」
と
見
ら
れ
た

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
仮
装
を
せ
ず
に
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
様
子
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ス

ト
ー
リ
ー
に
ア
ッ
プ
す
る
人
は
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
よ
う
な
流
行
に
流
さ
れ
ず
に
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
生
き

て
い
る
人
」
と
見
ら
れ
た
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
人
は
、「
こ
う
い
う
風
に
他
人
か
ら
見
ら
れ
た
い
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
理
想
が
あ
り
、
そ

れ
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
行
動
や
外
見
を
選
択
し
て
い
る
の
だ
。

　

こ
の
本
は
、「
印
象
操
作
」
と
い
っ
た
こ
の
よ
う
な
消
費
者
行
動
論
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
サ
ー
チ
ラ
イ

ト
」
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
い
う
現
象
の
不
思
議
を
解
き
明
か
す
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
本
の
構
成

　

こ
の
本
は
、「
第
１
部　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
イ
マ
」「
第
２
部　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
カ
コ
」「
第
３
部　

ハ
ロ
ウ

ィ
ン
の
サ
キ
」
の
３
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

第
１
部
で
、
４
つ
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
（
渋
ハ
ロ
・
カ
ワ
ハ
ロ
・
池
ハ
ロ
・
地
味
ハ
ロ
）
で
の
現
地
調
査
を
も

と
に
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
現
状
に
つ
い
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
な
視
点
か
ら
分
析
を
し
て
い

く
。
ま
た
区
役
所
、
振
興
組
合
、
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
、
消
費
者
以
外
の
視
点
か
ら
も
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
分
析
を
す
る
。
章
の
冒
頭
に
あ
る
、
ゼ
ミ
生
が
実
際
に
現
場
で
体
験
し
た
内

容
を
踏
ま
え
た
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん
で
、
ぜ
ひ
各
地
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
を
頭
に
浮
か
べ
て
欲
し
い
。

　

第
１
章
で
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
言
え
ば
、
誰
も
が
思
い
浮
か
べ
る
で
あ
ろ
う
渋
ハ
ロ
に
つ
い
て
、
区
役
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所
と
商
店
街
振
興
組
合
の
お
話
を
聞
い
て
、
そ
の
苦
労
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
第
２
章
で
は
、
子
供
が
多

く
参
加
す
る
カ
ワ
ハ
ロ
の
現
地
調
査
を
報
告
す
る
。
第
３
章
で
は
、
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
池
ハ
ロ
に
つ
い
て
見
る
。
第
４
章
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ユ
ニ
ー
ク
な
仮
装
が
バ
ズ
っ
て
い
る

地
味
ハ
ロ
に
つ
い
て
見
る
。
第
５
章
で
は
、
再
び
渋
ハ
ロ
に
戻
り
、
現
地
調
査
で
見
え
て
き
た
こ
と
を
説

明
す
る
。

　

第
２
部
で
は
、
そ
も
そ
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
、
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
変
化
し
て
き
た
の
か
と

い
う
こ
と
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。

　

第
６
章
で
は
、
２
０
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
遡
り
、
ケ
ル
ト
と
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
海
外
の
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
の
歴
史
に
注
目
す
る
。
第
７
章
で
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
ど
の
よ
う
に
日
本
に
流
入
し
今
に
至
っ
た
の
か

を
、
日
本
で
初
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
レ
ー
ド
か
ら
始
め
、
業
界
ご
と
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
そ
し
て
ジ
ャ
パ
ニ
ー

ズ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
良
い
面
と
悪
い
面
の
両
方
を
知
る
。

　

第
３
部
で
は
、
第
１
部
と
第
２
部
の
調
査
と
分
析
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
日
本
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
ど

ん
な
行
事
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
の
付
き
合
い
方
、
と
い
っ

た
こ
と
を
「
若
者
」
の
視
点
か
ら
考
え
る
。

　

第
８
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
学
び
や
感
想
を
共
有
す
る
座
談
会
の
内
容
を
ま
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と
め
た
。
一
人
ひ
と
り
が
、
執
筆
前
に
日
本
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
て
い
た
の
か
、
調
査
や

執
筆
し
た
経
験
を
通
じ
て
な
に
を
学
ん
だ
の
か
、
今
、
改
め
て
日
本
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
つ
い
て
ど
う
感
じ

る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
語
っ
た
。
そ
し
て
第
９
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、「
な
ぜ
日

本
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
こ
こ
ま
で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
い
へ
の
答
え
を
ま
と
め
、

ま
た
今
後
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　

以
上
が
こ
の
本
の
流
れ
で
あ
る
。
読
者
の
皆
さ
ん
が
こ
の
本
を
読
み
終
え
た
と
き
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
つ
い
て
違
う
景
色
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
私

た
ち
は
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
本
が
、
皆
さ
ん
の
心
の
中
に
あ
る
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
つ
い
て

の
モ
ヤ
モ
ヤ
を
解
消
し
、
そ
し
て
自
分
な
り
の
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
の
付
き
合
い
方
を
見
つ
け

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
。

　

で
は
、
さ
っ
そ
く
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
現
場
に
入
り
ま
し
ょ
う
。
２
０
１
８
年
10
月
終
わ
り
に
時
間
を
巻
き

戻
し
ま
す
。
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る
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る
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る

動

投
稿
な
ど
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
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（
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ッ
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ー
）
で
拡
散
さ
れ
、
話
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な
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。
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が
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。
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る
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で
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。
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ら
れ
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。
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と
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と
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友
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対
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キ
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オ
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お
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か
い

名

ネ
ッ
ト
上
で
交
流
関
係
を
持
つ
人
々
が
、
現
実
世
界
で
集
ま
る
こ
と
。
オ
フ
ラ
イ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
こ
と
。

4
章

エ
モ
い

え
も-

い

形　

容

エ
モ
は
「
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
」
か
ら
き
て
い
る
。
転
じ
て
感
情
が
動
か
さ
れ
た
と
き

に
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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第
１
章
　

悩
め
る　街
――
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

吉よ
し
 
は
ら原

な
つ
め

品
行
方
正
な
女
子
大
生
が
最
も
避
け
て
通
る
べ
き
だ
っ
た
は
ず
の
渋
ハ
ロ

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
は
、
温
か
か
っ
た
。
全
然
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
大
昔
の
、
文
明

が
発
達
す
る
以
前
の
お
祭
り
も
、
こ
ん
な
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
う
。
見
ず
知
ら
ず
の
人
々
と

ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
密
着
し
合
っ
て
、
不
思
議
と
安
心
感
す
ら
覚
え
る
。
私
は
、
今
ま
で
の
私
と
は
無
縁
だ

っ
た
は
ず
の
、
真
逆
の
存
在
だ
っ
た
は
ず
の
、
最
も
避
け
て
通
る
べ
き
だ
っ
た
は
ず
の
、
渋
谷
の
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
に
来
て
い
た
。

「
ゼ
ミ
の
勉
強
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
」
を
拒
否
す
る
な
ん
て
、
品
行
方
正
で
真
面
目
に
生
き
て
き
た
私

に
と
っ
て
は
不
可
能
だ
っ
た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
ど
ん
な
に
苦
手
な
要
素
の
結
晶
だ
ろ
う
と
、
教
授
の

指
示
に
従
わ
な
い
、
な
ん
て
で
き
な
い
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
様
々
な
リ
ス
ク
を
避
け
て
、
安
全
に
、
ひ
っ

そ
り
と
、
で
も
そ
れ
な
り
に
楽
し
く
生
き
て
き
た
。
実
家
暮
ら
し
で
門
限
は
厳
守
、
サ
ー
ク
ル
の
飲
み
会

で
も
お
酒
は
1
杯
ま
で
、
暑
い
日
も
念
の
た
め
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
持
ち
歩
く
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
な
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に
よ
り
、
セ
ン
ス
が
良
く
て
奥
の
深
い
文
化
（
と
思
わ
れ
る
も
の
）
を
一
人
で
嗜た

し
なむ

よ
う
な
タ
イ
プ
と
し
て

生
き
て
き
た
は
ず
だ
っ
た
。
映
画
や
演
劇
を
観
に
行
っ
た
り
、
古
い
音
楽
を
聴
い
て
感
想
を
綴つ

づ

っ
た
り
、

そ
う
い
う
ほ
う
が
何
倍
も
楽
し
い
は
ず
だ
。
ナ
ン
パ
や
盗
撮
、
飲
酒
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
帰
宅
困
難
と
い

っ
た
リ
ス
ク
を
考
え
ず
に
、
思
考
を
停
止
さ
せ
て
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
々
と
騒
ぐ
な
ん
て
、
ま
っ
ぴ
ら
ご

め
ん
だ
。
そ
の
中
に
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
楽
し
み
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
…
…
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ

て
、「
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
私
は
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
た
だ
観
察
し
に
来
た
だ
け
で

す
」
と
わ
ざ
わ
ざ
言
い
訳
が
ま
し
く
す
る
の
も
、
こ
れ
は
こ
れ
で
ダ
サ
い
。
私
は
結
局
「
い
い
子
」
な
の

だ
。
参
加
も
し
て
い
な
い
く
せ
に
、
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
こ
と
な
ん
て
で
き
な
い
。

　

こ
の
日
、
渋
谷
を
訪
れ
て
し
ま
っ
た
時
点
で
、
も
う
逃
れ
ら
れ
な
い
の
だ
。

現
場
レ
ポ
ー
ト
　
　

セ
ン
タ
ー
街
に
入
れ
な
い

　

２
０
１
８
年
10
月
31
日
。
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ハ
ロ
ウ
ィ
ン
当
日
。
京け

い

王お
う

井い

の
頭か

し
ら

線
の
改
札
を
出
て
か
ら
、
マ
ー
ク
シ
テ
ィ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
降

り
、
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
落
ち
合
う
。
一
度
、
渋
谷
の
地
に
降
り
立
つ
と
、
そ
の
熱
気
に
や
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。
自
意
識
な
ん
て
全
て
ふ
っ
と
ん
だ
し
、
リ
ス
ク
が
ど
う
こ
う
な
ん
て
考
え
る
間
も
な
い
。
人

の
波
に
身
を
任
せ
る
し
か
な
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
仮
装
を
し
て
い
る
人
、
た
だ
見け

ん

物ぶ
つ

に
来
た
よ
う
な

集
団
、
互
い
に
写
真
を
撮
る
人
、
か
わ
い
い
女
子
に
声
を
掛
け
て
ハ
グ
を
続
け
て
い
る
酔
っ
ぱ
ら
い
、
大

き
な
恐
竜
の
着
ぐ
る
み
、
お
そ
ら
く
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
以
外
の
理
由
で
渋
谷
に
来
て
し
ま
っ
た
怪け

訝げ
ん

な
顔
の
男

性
、
異
様
な
景
色
に
興
奮
し
て
い
る
観
光
客
、
は
ぐ
れ
な
い
よ
う
に
手
を
繫つ

な

ぐ
カ
ッ
プ
ル
、
キ
ラ
キ
ラ
し

た
衣
装
の
女
性
３
人
組
、
自じ

撮ど

り
棒ぼ

う

に
括く

く

り
付
け
た
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
で
配
信
を
続
け
て
い
る
男
女
、
嬉
し

そ
う
に
写
真
を
撮
ら
れ
て
い
る
仮
装
し
た
お
じ
い
さ
ん
…
…
。
と
に
か
く
多
種
多
様
な
人
々
が
渋
谷
に
集

結
し
て
い
る
。
飲
み
物
や
仮
装
の
衣
装
の
一
部
な
ど
、
多
く
の
ご
み
が
道
に
散
乱
し
て
い
る
。
10
月
28
日

の
午
前
１
時
に
起
き
た
と
い
う
軽
ト
ラ
横
転
事
件
の
せ
い
か
、
街
は
異
様
な
ほ
ど
の
厳
戒
態
勢
。
私
は
毎

週
バ
イ
ト
に
向
か
う
た
め
に
渋
谷
を
通
っ
て
は
い
る
が
、
普
段
の
渋
谷
と
は
わ
け
が
違
う
。
こ
ん
な
渋
谷

は
、
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

ひ
と
ま
ず
、
３
人
の
チ
ー
ム
で
駅
前
か
ら
移
動
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
普
段
な
ら
ば
駅
か
ら
徒
歩
１
〜
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２
分
の
ロ
ク
シ
タ
ン
カ
フ
ェ
あ
た
り
ま
で
、
倍
ぐ
ら
い
の
時
間
を
か
け
て
た
ど
り
着
い
た
私
た
ち
は
、
ベ

ン
チ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
立
ち
、
数
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
高
い
場
所
か
ら
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
を
眺な

が

め

る
。
群
衆
。
セ
ン
タ
ー
街
に
入
っ
て
い
こ
う
と
試
み
る
人
も
い
れ
ば
、
駅
の
ほ
う
へ
帰
っ
て
い
く
人
も
い

る
し
、
交
差
点
を
行
き
来
し
な
が
ら
そ
の
周
辺
に
留と

ど

ま
っ
て
、
通
る
人
々
に
声
を
掛
け
続
け
て
い
る
グ
ル

ー
プ
も
い
る
。

　

信
号
が
変
わ
る
た
び
に
、
黄
色
い
紐
を
持
っ
た
警
官
た
ち
は
、
交
差
点
を
封
鎖
し
た
り
開
放
し
た
り
を

繰
り
返
し
て
い
る
。
マ
ス
ゲ
ー
ム
み
た
い
で
ち
ょ
っ
と
面
白
い
。
信
号
が
変
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
い

よ
い
よ
セ
ン
タ
ー
街
の
ほ
う
へ
渡
っ
て
い
く
。
そ
の
日
、
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、
こ
の
横
断
か
も
し
れ

な
い
。
満
員
電
車
ご
と
街
の
中
を
移
動
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。
行
き
た
い
方
向
に
す
ん
な
り

進
ん
で
い
く
こ
と
は
不
可
能
。
周
囲
の
人
に
接
触
し
な
い
こ
と
も
不
可
能
。
全
員
が
繫
が
り
合
っ
た
よ
う

な
状
態
で
、
誰
か
と
私
と
の
境さ

か
い

目め

も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。

　

な
ん
と
か
追
い
つ
け
た
ゼ
ミ
生
の
ほ
う
に
手
を
伸
ば
し
、
そ
の
温
か
い
塊

か
た
ま
りか

ら
救
い
出
し
て
も
ら
う
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
セ
ン
タ
ー
街
に
入
っ
て
い
こ
う
と
し
た
が
、
そ
こ
は
ま
た
新
た
な
塊
に
な
っ
て
い
る
。

交
差
点
以
上
に
、
進
ん
で
い
く
こ
と
が
難
し
い
。
私
た
ち
は
、
ツ
タ
ヤ
の
右
側
に
回
り
込
み
、
西
武
百
貨
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店
の
前
を
通
っ
て
、
井
の
頭
通
り
か
ら
セ
ン
タ
ー
街
に
回
り
込
も
う
と
考
え
た
。
ツ
タ
ヤ
の
ほ
う
ま
で
行

く
の
も
一
苦
労
だ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
公
園
通
り
の
ほ
う
に
回
る
と
、
心
な
し
か
空す

い
て
い
る
。

　

気
合
い
の
入
っ
た
仮
装
を
し
た
人
が
西
武
百
貨
店
に
沿
っ
て
数
人
並
ん
で
お
り
、
一
緒
に
写
真
を
撮
ろ

う
と
す
る
人
々
が
列
を
な
し
て
い
る
。
一
般
人
が
一
般
人
の
と
こ
ろ
に
並
ん
で
い
る
、
と
考
え
る
と
お
か

し
な
話
だ
が
、
並
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
、
人
気
の
あ
る
人
な
の
か
な
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
写
真
を
撮
っ

て
も
ら
お
う
か
な
、
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る
の
も
ま
た
不
思
議
だ
。

　

井
の
頭
通
り
の
あ
た
り
に
た
ど
り
着
き
、
セ
ン
タ
ー
街
の
ほ
う
へ
曲
が
ろ
う
と
す
る
と
、
な
ん
と
入
場

が
規
制
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
理
由
も
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
混こ

ん

沌と
ん

で
あ
る
。
セ
ン

タ
ー
街
の
中
で
火
事
が
起
き
て
い
る
と
か
、
横
入
り
で
き
ず
ツ
タ
ヤ
横
の
正
規
の
入
り
口
か
ら
し
か
入
れ

な
い
と
か
、
単
に
混
雑
を
避
け
る
た
め
だ
と
か
、
様
々
な
説
が
聞
こ
え
て
く
る
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、

と
も
か
く
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
来
た
の
に
、
セ
ン
タ
ー
街
に
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
確
か
な
よ
う

だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
入
れ
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
た
瞬
間
、
こ
こ
ま
で
共
に
戦
っ
て
き
た
ゼ
ミ
の
メ
ン

バ
ー
が
地
面
に
し
ゃ
が
み
こ
ん
だ
。
人
に
酔
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
セ
ン
タ
ー
街
に
入
れ
な
い
こ
と
が
シ

ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
と
き
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
思
え
ば
、
彼
は
考
え
事
を
し
す
ぎ
て

34



具
合
が
悪
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
続
く
第
２
章
の
川
崎
、
第
３
章
の
池
袋
、
そ
し
て
第
４
章
の
地
味
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
レ
ポ
ー
ト

に
続
い
て
、
第
１
部
を
締
め
く
く
る
第
５
章
は
再
び
「
渋
谷
」
の
地
に
戻
っ
て
く
る
。
こ
の
第
5
章
の
レ

ポ
ー
ト
を
書
い
た
人
こ
そ
、
こ
こ
で
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
し
ま
っ
た
彼
、
山や

ま
の

内う
ち

君
で
あ
る
。
彼
が
こ
の
渋
谷

で
な
に
を
考
え
て
い
た
の
か
は
、
改
め
て
第
５
章
で
確
認
し
て
ほ
し
い
。

　

と
に
か
く
、
た
く
さ
ん
の
疑
問
が
湧わ

い
て
く
る
。「
い
っ
た
い
こ
れ
は
な
ん
な
の
か
」「
な
ぜ
渋
谷
に
こ

こ
ま
で
人
が
集
ま
っ
て
い
る
の
か
」「
ど
ん
な
人
が
来
て
い
る
の
か
」「
実
際
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き

て
い
る
の
か
」「
年
々
激
し
く
な
っ
て
い
る
の
か
」
な
ど
な
ど
。

　

こ
う
し
た
疑
問
を
解
き
明
か
す
に
あ
た
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
と
い
っ
た
管
理
側
の
声
を
聞
い
て

い
く
方
法
と
、
一
般
参
加
者
の
声
を
聞
い
て
い
く
方
法
の
２
つ
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
後
者
の
参
加
者

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
第
５
章
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
こ
の
第
１
章
で
は
手
始
め
に
、
こ
の
渋
谷
の
行
政
の

関
係
者
に
お
話
を
伺う

か
がお

う
と
思
う
。

35 第 1章



イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
　
渋
谷
区
役
所
　
主
催
者
で
は
な
い
の
に
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
苦
悩

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
対
策
の
夜
明
け

　

渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
自
然
発
生
的
な
現
象
で
あ
っ
て
、
誰
か
が
主
催
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
厳
密

に
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
責
任
を
負
う
管
理
者
は
い
な
い
の
で
、
誰
が
「
関
係
者
」
な
の
か
難
し
い
と
こ
ろ
だ

が
、
ま
ず
は
公
的
に
渋
谷
と
い
う
場
所
を
管
理
す
る
立
場
で
あ
る
渋
谷
区
役
所
広
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
課
長
の
杉す

ぎ

山や
ま

氏
に
お
話
を
伺
う
こ
と
に
し
た
。
軽
ト
ラ
騒
動
の
あ
っ
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
か
ら
７
ヶ
月
ほ
ど

経
っ
た
２
０
１
９
年
6
月
12
日
、
我
々
は
渋
谷
区
役
所
を
訪
れ
た
。
こ
の
数
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
ど
の
よ

う
に
盛
り
上
が
り
、
ど
の
よ
う
な
変へ

ん

遷せ
ん

を
た
ど
っ
た
の
か
。
渋
谷
区
は
ど
の
よ
う
な
苦
悩
を
抱
え
て
い
る

の
か
。
そ
う
い
っ
た
視
点
か
ら
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
現
状
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

杉
山
氏
は
元
々
Ｐ
Ｒ
会
社
出
身
で
、
２
０
１
５
年
か
ら
３
年
間
区
長
の
秘
書
を
、
そ
し
て
そ
れ
以
降
は

広
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
長
を
し
て
い
る
。
民
間
出
身
と
い
う
こ
と
で
、
一
般
市
民
に
近
い
意
識
を

持
ち
な
が
ら
、
行
政
側
の
立
場
で
様
々
な
調
整
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
渋
谷
区
で
は
、
２
０
１
５
年
に
長は

谷せ

部べ

健け
ん

区
長
が
就
任
す
る
ま
で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
関
す
る
特
段
の
対
策
は
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
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現
区
長
が
就
任
し
て
か
ら
様
々
な
事
業
が
動
き
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

杉
山
「
２
０
１
５
年
の
夏
に
、
渋
谷
駅
周
辺
の
交
通
事
業
者
、
そ
し
て
周
辺
の
小
売
・
商
業
店
舗
と
い
っ

た
方
々
が
集
ま
る
場
が
あ
り
、
そ
こ
に
区
長
秘
書
と
し
て
来
て
も
ら
え
な
い
か
？　

と
お
声
が
け

頂
い
た
こ
と
が
最
初
で
す
。
そ
れ
以
前
、
渋
谷
区
の
職
員
が
そ
う
い
う
場
に
行
っ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
と
聞
い
て
い
て
、
そ
こ
で
初
め
て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
伴
う
窮き

ゅ
う

状じ
ょ
うを

訴
え
る
声
を
頂
き
ま
し
た
」

　

具
体
的
に
は
、
駅
や
商
業
施
設
の
ト
イ
レ
が
仮
装
の
人
に
占せ

ん

拠き
ょ

さ
れ
て
い
て
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
中
で

宴
会
を
す
る
集
団
が
い
た
り
、
ス
プ
レ
ー
缶
を
便
器
に
流
し
て
詰
ま
ら
せ
た
り
、
壁
や
床
が
血
の
り
で
汚

さ
れ
る
な
ど
、
と
に
か
く
マ
ナ
ー
が
悪
い
と
い
う
。
ま
た
、
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
に
お
金
を
入
れ
ず
に
荷
物

だ
け
詰
め
て
い
る
人
が
い
た
り
、
着
替
え
る
場
所
が
な
い
女
の
子
た
ち
が
道
端
な
ど
で
着
替
え
始
め
、
そ

れ
を
撮
り
に
来
る
盗
撮
者
が
い
た
り
、
様
々
な
問
題
が
起
き
て
い
る
、
と
い
う
話
を
聞
い
た
と
の
こ
と
。

杉
山
「
阿あ

鼻び

叫き
ょ
う

喚か
ん

と
い
う
べ
き
色
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
渋
谷
の
大
事
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
な
ら
ば
、『
な
に
も
や
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
』
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と
い
う
問
題
意
識
が
あ
り
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
初
め
て
渋
谷
区
と
し
て
お
こ
な
っ
た
対
策
は
、
区
立
の
神じ

ん

宮ぐ
う

通ど
お
り

公
園
に

メ
イ
ク
場
所
・
着
替
え
場
所
の
テ
ン
ト
を
設
置
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
日
本
コ
カ
・

コ
ー
ラ
や
東と

う

急き
ゅ
うグ

ル
ー
プ
の
協
力
を
得
て
実
現
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
本
来
使

い
た
か
っ
た
区
立
宮み

や

下し
た

公
園
は
別
の
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
着

替
え
場
所
を
設
置
し
た
こ
と
の
周
知
に
予
算
を
か
け
る
余
裕
が
な
か
っ
た
、
と
い

っ
た
理
由
か
ら
、
そ
の
年
は
利
用
者
が
少
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
た
だ
テ
ン
ト

を
置
い
た
だ
け
で
、
お
役
所
仕
事
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
批
判
も
寄
せ
ら
れ
た

と
い
う
。

杉
山
「
で
も
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
地
元
の
事
業
会
社
の
皆
さ
ん
か
ら
は
す
ご
く
感
謝
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
以
前
ま
で
は
、
駅
ビ
ル
や
商
業
施
設
の
ト
イ
レ
に
お
い
て
、
各
社
そ

れ
ぞ
れ
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
た
め
に
警
備
を
増
強
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
明
ら
か
に
着
替
え
目

的
の
人
々
の
ト
イ
レ
利
用
を
断
る
と
『
じ
ゃ
あ
ど
こ
で
着
替
え
れ
ば
い
い
ん
だ
』
と
食
っ
て
掛
か

ロッカーの前で着替え中の男性。お金を入れずにコインロッカーを
使う人もいるとか（渋谷区区役所提供）
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ら
れ
た
り
し
て
い
た
の
が
、
こ
の
年
か
ら
は
『
こ
こ
へ
行
っ
て
着
替
え
て
く
だ
さ
い
』
と
案
内
で

き
る
先
が
で
き
た
だ
け
で
も
大
変
あ
り
が
た
い
、
と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
ん
で
す
」

　

ほ
か
に
も
、
２
０
１
５
年
か
ら
は
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
ｉ
ｎ
渋
谷
」
を
実
行
委
員
会
形
式

で
ス
タ
ー
ト
。
２
０
１
６
年
か
ら
は
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
に
も
踏
み
込
ん
だ
。

杉
山
「
た
だ
、『
あ
の
バ
カ
騒
ぎ
に
行
政
が
加か

担た
ん

す
る
の
か
？
』『
区
と
し
て
公
認
し
た
の
か
？
』
と
い
う

反
対
、
疑
問
、
苦
情
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
痛い

た

し
痒か

ゆ

し
で
、
長
谷
部
区
長
が
就
任
す

る
以
前
の
渋
谷
区
で
あ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
そ
う
い
う
リ
ス
ク
も
想
定
し
た
う
え
で
、
こ
の
よ
う
な

政
策
は
や
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
区
長
は
よ
く
、『
ノ
イ
ジ
ー
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に

惑ま
ど

わ
さ
れ
る
な
、
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
に
耳
を
傾
け
な
さ
い
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。
実

際
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
て
、
着
替
え
場
所
を
設
置
す
る
こ
と
で
地
元
の
関
係
者
が
助
か
る
の
で

あ
れ
ば
、
や
ろ
う
、
と
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

そ
う
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
ほ
か
、
渋
谷
駅
周
辺
の
混
乱
の
輪
の
中
に
渋
谷
区
民
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
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と
か
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
対
策
に
は
区
の
予
算
で
は
な
く
、
主
に
企
業
か
ら
の
協
賛
金
を
使
っ
て
い
る
の
だ

と
い
う
。
東
急
グ
ル
ー
プ
を
始
め
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
と
い
っ
た
民
間
企
業
の
協
力
や
、
ま
た
「
ナ
イ
ト

タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
」（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
伴
い
近
年
、
消
費
の
拡
大
を
期
待
さ
れ
て
い
る
、
深
夜
の
経

済
活
動
を
指
す
言
葉
）
を
推
奨
し
て
い
る
関
係
で
ク
ラ
ブ
関
係
者
か
ら
人
的
な
支
援
も
あ
っ
た
と
い
う
。

「
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
さ
ん
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
対
策
を
通
じ
て
繫
が
っ
て
い
け
た
ん
で
す
よ
ね
」
と
杉

山
氏
は
語
る
。

「
お
役
所
仕
事
」
と
言
わ
れ
て
も
、
ま
ず
は
公
式
の
着
替
え
・
メ
イ
ク
の
場
を
設
置
す
る
こ
と
自
体
に
意

味
が
あ
る
。
駅
や
付
近
の
商
業
施
設
の
人
々
が
少
し
で
も
助
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
政
策
に
は
意
味
が
あ

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
問
題
の
根
本
的
な
解
決
と
は
い
っ
た
い
な
ん
な
の
か
、
考
え

れ
ば
考
え
る
ほ
ど
難
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
ま
ず
は
目
の
前
の
問
題
か
ら
少
し
ず
つ
手
を
付
け
て
い
く
、
と

い
う
や
り
方
は
と
て
も
現
実
的
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
「
シ
メ
」
と
し
て
の
渋
谷

　

ま
た
、
東
京
都
は
２
０
１
５
年
と
16
年
、
東
京
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
観
光
資
源
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
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カ
ボ
チ
ャ
柄
の
ご
み
袋
で
あ
る
パ
ン
プ
キ
ン
バ
ッ
グ
を
作
っ
た
。
そ
の
際
、
渋
谷
、
新
宿
、
六
本
木
、
池

袋
、
秋
葉
原
の
５
ヶ
所
で
、
マ
ナ
ー
を
呼
び
か
け
つ
つ
パ
ン
プ
キ
ン
バ
ッ
グ
の
無
料
配
布
を
お
こ
な
っ
た

と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
袋
に
ご
み
を
入
れ
た
と
し
て
も
、
多
く
の
人
々
は
そ
れ
を
ど
こ
か
に
捨
て
て
帰

っ
て
し
ま
う
。
捨
て
ら
れ
た
バ
ッ
グ
を
拾
っ
て
清
掃
す
る
の
は
、
結
局
、
区
な
ど
の
地
元
自
治
体
だ
っ
た
。

都
の
意
識
や
や
り
方
と
地
元
自
治
体
の
実
態
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
浮う

き
彫ぼ

り
と
な
り
、
印
象
深
い
出
来
事
だ

っ
た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
意
外
だ
っ
た
の
は
、
パ
ン
プ
キ
ン
バ
ッ
グ
の
無
料
配
布
を
お
こ
な
っ
た

際
、
新
宿
、
池
袋
、
秋
葉
原
の
３
エ
リ
ア
で
は
ほ
と
ん
ど
需
要
が
な
か
っ
た
こ
と
だ
そ
う
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
エ
リ
ア
に
い
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
す
ぐ
に
六
本
木
と
渋
谷
に
振
り
分
け
ら
れ
、
移
動
し
た
と
い
う
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
盛
り
上
が
り
は
、
都
内
の
繁は

ん

華か

街が
い

で
も
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
色
が
全
く
違
う
よ
う
で
あ
る
。

杉
山
「
渋
谷
の
街
を
深
夜
２
、
３
時
ま
で
見
て
か
ら
新
宿
を
通
る
と
、
深
夜
の
歌か

舞ぶ

伎き

町ち
ょ
うっ

て
こ
ん
な
に

安
心
安
全
な
街
な
ん
だ
（
笑
）
と
思
え
る
ぐ
ら
い
、
新
宿
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
喧け

ん

騒そ
う

と
は
無
関
係
で
す

ね
。
池
袋
や
秋
葉
原
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
仮
装
と
い
う
よ
り
も
コ
ス
プ
レ
の
文
化
で
す
し
ね

（
こ
の
違
い
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
第
３
章
を
参
照
）。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
日
に
よ
く
見
か
け
る
の
は
、
六
本
木

で
飲
ん
で
い
た
人
た
ち
が
、
タ
ク
シ
ー
で
渋
谷
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
ま
で
乗
り
付
け
て
仮
装
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の
ま
ま
降
り
て
く
る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
。
六
本
木
で
温
ま
っ
て
、
渋
谷
で
最
後
に
盛
り
上
が

る
ぜ
、
と
い
う
。
あ
る
い
は
、
逆
に
渋
谷
か
ら
六
本
木
に
向
か
う
人
た
ち
も
い
る
。
渋
谷
に
比
べ

る
と
六
本
木
で
は
、
客
層
の
年
齢
や
外
国
人
の
比
率
が
高
か
っ
た
り
、
11
月
１
日
に
日
付
が
変
わ

っ
て
か
ら
の
騒
ぎ
の
終
息
時
間
が
遅
い
、
と
聞
き
ま
し
た
ね
」

　

一
方
で
、
日
本
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ブ
ー
ム
は
す
で
に
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
て
い
る
、
と
い
う
話
も
あ
る
。
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
市
場
商
戦
自
体
は
２
０
１
６
年
秋
が
ピ
ー
ク
で
、
以
降
は
年
々
右
肩
ダ
ウ
ン
し
て
お
り
、
渋
谷

区
と
し
て
も
人
混
み
が
減
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
実
感
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

杉
山
「
２
０
１
８
年
は
特
に
、『
去
年
よ
り
人
が
減
っ
た
よ
ね
』『
金
曜
日
の
夜
も
大
丈
夫
そ
う
だ
』
と
い

う
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
前
の
週
末
に
『
軽
ト
ラ
（
横
転
）
事
件
』
が

起
き
て
し
ま
っ
て
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
当
日
に
向
け
て
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
過か

熱ね
つ

し
て
、
月
、
火
、
水

曜
日
と
結
局
混
ん
で
し
ま
っ
た
」

――
軽
ト
ラ
の
報
道
を
見
て
渋
谷
に
来
て
し
ま
う
人
っ
て
、
ど
う
い
う
人
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

杉
山
「
軽
ト
ラ
の
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
人
々
の
構
成
が
、
示し

唆さ

に
富と

ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
確
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か
、
渋
谷
区
民
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
あ
と
は
関
東
近
郊
の
人
や
、
外
国
人
も
交

ざ
っ
て
い
て
多
様
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
様
相
は
、
渋
谷
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
来
て
い
る
人

た
ち
の
構
成
を
う
ま
く
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
見

て
い
て
も
、
普
段
の
渋
谷
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
も
の
も
多
い
で
す
。
遠
い
と
こ
ろ
で
は
九
州

方
面
の
ナ
ン
バ
ー
も
見
か
け
た
り
し
ま
す
」

　

ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
昨
年
の
軽
ト
ラ
の
事
件
で
は
「
警
視
庁
は
暴
力
行
為
等
処
罰
法
違
反
（
集

団
的
器
物
損
壊
）
容
疑
で
20
代
の
男
４
人
を
逮
捕
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
や
英
国
人
、
ベ
ル
ギ
ー
人
を
含
む
」

（
石
井
、
２

０

１

９
）
人
々
が
書
類
送
検
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
逮
捕
さ
れ
た
4
人
の
住
所
は
目
黒
区
、
世
田
谷

区
、
川
崎
市
、
山
梨
県
と
い
う
構
成
だ
っ
た
よ
う
だ
（『
日
本
経
済
新
聞
』
２
０
１
８
年
12
月
5
日
）。
杉
山
氏
の
言
う
と

お
り
、
渋
谷
区
の
人
間
は
そ
の
中
に
お
ら
ず
、
23
区
外
に
住
む
者
や
外
国
人
が
一
定
数
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
外
国
人
に
関
し
て
は
観
光
客
と
在
住
者
と
ど
ち
ら
が
ど
れ
だ
け
い
る
の
か
不
明
で
は
あ
る

が
、
な
に
よ
り
彼
ら
に
は
条
例
や
ル
ー
ル
の
呼
び
か
け
を
届
け
る
の
が
難
し
い
、
と
い
う
悩
み
が
あ
る
と

い
う
。
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で
は
、
そ
の
よ
う
な
渋
谷
に
縁
の
な
い
土
地
か
ら
、
あ
え
て
渋
谷
に
人
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
の
は
な

ぜ
だ
ろ
う
か
。
川
崎
や
池
袋
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
と
い

う
が
、
そ
れ
で
は
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
杉
山
氏
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
ま
た
後
の
章
で
説
明
す
る
通
り
、
川
崎
や
池
袋
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
10
月
31
日
で
は
な
く

主
に
前
週
の
土
日
の
昼
間
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

杉
山
「
私
が
知
る
限
り
で
は
、
31
日
の
夜
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
自
治
体
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
の
感
覚
で
は
、
10
月
に
入
っ
て
徐
々
に
色
々
な
業
界
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
熱
が
温
ま
っ

て
き
て
、
衣
装
を
買
っ
た
け
れ
ど
１
回
し
か
着
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
、
じ
ゃ
あ
最
後
31
日
に

渋
谷
へ
行
こ
う
、
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
渋
谷
に
来
て
い
る
人
た
ち

に
聞
い
て
み
る
と
、
前
の
週
の
週
末
は
川
崎
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う

風
に
温
ま
っ
た
人
た
ち
が
、
最
後
に
渋
谷
へ
と
や
っ
て
く
る
。
渋
谷
が
荒
れ
て
し
ま
う
の
は
、
全

国
の
他
の
都
市
で
盛
り
上
が
っ
て
き
た
人
た
ち
を
最
後
31
日
に
一
手
に
吸
収
し
て
い
る
か
ら
、
と

い
う
側
面
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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渋
谷
は
日
本
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
「
シ
メ
」
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
の
が

杉
山
氏
の
意
見
だ
。
確
か
に
他
の
街
で
の
取
材
を
お
こ
な
う
中
で
も
、
最
後
は

渋
谷
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
行
き
ま
す
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。
土
日
は
渋
谷
以
外

の
エ
リ
ア
で
平
和
に
楽
し
ん
で
、
そ
の
シ
メ
と
し
て
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
や
後こ

う

夜や

祭さ
い

の
よ
う
な
ノ
リ
で
、
31
日
の
夜
は
渋
谷
に
集
ま
っ
て
騒
ぐ
…
…
。
そ
の
よ
う
な

フ
ロ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
よ
う
に
は
解
決
で
き
な
い
理
由

　

報
道
は
年
々
過
熱
し
て
い
る
。
令
和
の
改
元
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
お
い
て

も
、
渋
谷
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
を
テ
レ
ビ
が
映
す
な
ど
、「
な
に
か
あ
る
と

渋
谷
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
煽あ

お

り
に
よ
る

影
響
は
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
報
道
の
過
熱
も
あ
っ
て
、
渋
谷
区
は
つ
い
に
路
上

飲
酒
禁
止
条
例
の
制
定
に
踏
み
切
っ
た
。
渋
谷
区
で
は
２
０
１
９
年
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
年
越
し
の
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
時
に
渋
谷
駅
周
辺
の
路
上
で
の
飲
酒
を
禁
じ
る
条
例
を
可
決
し
た
（『
日
本
経
済
新
聞
』
２
０
１
９
年
6
月
20

日
）。

スクランブル交差点に集まるこのような群衆を、まるで観光のよ
うに見物に来る人々も多い（著者撮影）
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――
元
々
は
条
例
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
お
考
え
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

杉
山
「
元
々
、
長
谷
部
区
長
は
な
ん
で
も
規
制
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
若

者
文
化
に
寛か

ん

容よ
う

で
、
若
者
を
縛
り
た
く
な
い
。
猥わ

い

雑ざ
つ

な
と
こ
ろ
も
含
め
て
渋
谷
、
と
い
う
思
い
を

持
っ
て
い
る
人
で
す
。
た
だ
、
も
は
や
地
元
区
長
と
し
て
看か

ん

過か

で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
し

ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

　

そ
れ
で
も
、「
渋
谷
区
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
対
し
て
無
策
す
ぎ
る
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
そ
う
だ
。
こ
こ
ま

で
で
伺
っ
た
よ
う
な
対
策
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
く
、
ま
た
市
民
は
そ
れ
以
上
に
強
固
な

規
制
を
求
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
同
様
に
人
が
集
ま
る
様
々
な
騒
乱
に
つ

い
て
渋
谷
区
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
対
策
を
講
じ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
例
え
ば
年
末
年
始
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
に
お
け
る
対
策
を
見
て
み
る
と
、
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
１
５
年
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
お
い
て

は
警
察
と
も
連
携
し
て
大
規
模
な
交
通
規
制
を
お
こ
な
っ
て
い
た
（『
日
経
速
報
ニ
ュ
ー
ス
ア
ー
カ
イ
ブ
』
２
０
１
５
年
12
月

28
日
）。
そ
し
て
、
翌
２
０
１
６
年
末
か
ら
は
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
が
メ
イ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
す
る
と
、
逆
に
騒
乱
は
解
決
の
方
向
に
向
か
い
始
め
た
。
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杉
山
「
秩
序
の
あ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、『
北
風
と
太
陽
』
で
い
う
と
こ
ろ
の
北
風

を
吹
か
す
の
で
は
な
く
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
渋
谷
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
お
こ
な
い
、
終

わ
っ
た
ら
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
結
果
、
逮
捕
者

は
ほ
ぼ
い
な
く
な
り
、
騒
乱
も
無
く
な
っ
た
ん
で
す
。
き
ち
ん
と
イ
ベ
ン
ト
化
す
る
こ
と
で
、
交

通
規
制
を
し
て
、
警
察
や
地
域
と
連
携
し
た
結
果
、
騒
ぎ
を
極
小
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
」

　

こ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
う
ま
く
い
っ
た
理
由
は
、
参
加
者
の
滞
在
時
間
が
短
い
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
よ
う
に
滞
留
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、『
３
、
２
、
１
、
０
』
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
盛
り

上
が
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
電
車
が
終
夜
運
転
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
し
か

も
寒
い
。
そ
こ
か
ら
初は

つ

詣も
う
でに

行
く
も
よ
し
、
帰
る
も
よ
し
。
深
夜
１
時
を
過
ぎ
る
と
、
多
く
の
人
が
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
か
ら
い
な
く
な
る
の
だ
そ
う
だ
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
マ
ナ
ー
の
啓
発
を
し
た
り
、
小こ

池い
け

都
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
た
り
、
最
後
に
は
「
蛍
の
光
」

を
流
し
て
帰
り
や
す
い
雰
囲
気
を
作
る
。
か
つ
て
見
ら
れ
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
騒
乱
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
に
よ
っ
て
解
決
で
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
し
、
渋
谷
区
が
こ
の
よ
う
な
騒
動
に
対
し
て
常
に
無
策
で
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あ
る
、
と
い
う
批
判
は
間
違
っ
て
い
る
。

――
で
は
、
な
ぜ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
は
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
同
じ
よ
う
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？

杉
山
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
、
金
曜
の
夜
か
ら
騒
ぎ
が
始
ま
り
、
そ
こ
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
過
熱
し
ま
す

し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
も
す
ご
い
ん
で
す
。
31
日
が
平
日
の
年
は
直
前
の
土

日
よ
り
人
が
減
る
か
と
い
う
と
、
は
け
る
の
は
ち
ょ
っ
と
早
い
で
す
け
ど
、
瞬
間
風
速
的
に
は
土

日
を
超
え
る
混
雑
に
な
り
ま
す
。
土
日
で
い
っ
た
ん
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
て
も
、
31
日
に
向
け
て
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
的
な
報
道
が
煽
る
の
で
。
曜
日
の
配
列
に
よ
っ
て
は
、
足あ

し

掛か

け
１
週
間
ぐ
ら
い
連

日
、
終
夜
に
わ
た
っ
て
盛
り
上
が
り
続
け
ま
す
。
夕
方
か
ら
終
電
に
か
け
て
新
た
に
街
に
人
が
供

給
さ
れ
て
、
始
発
で
帰
っ
て
い
く
。
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
は
違
っ
て
、
滞
留
し
て
、
ナ
ン
パ
目
的

だ
っ
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
撮
ら
れ
た
り
、
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
楽
し
む
と
い
う
目
的
の
人
が
来
る

ん
で
す
。
で
す
の
で
、
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
足
掛
け
一
週
間
毎
日
、
夕
方
か
ら
始
発
ま
で
、
そ

し
て
セ
ン
タ
ー
街
や
道ど

う

玄げ
ん

坂ざ
か

な
ど
を
含
む
広
範
な
エ
リ
ア
全
体
で
秩
序
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
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ま
た
、
深
夜
に
な
る
と
爆
音
で
音
を
流
す
車
も
各
地
か
ら
連
日
や
っ
て
く
る
。
渋
谷
区
と
し
て
は
対
策

が
難
し
い
問
題
の
一
つ
だ
。
こ
う
い
っ
た
迷
惑
車
両
は
、
人
混
み
の
喧
騒
な
ど
と
は
比
に
な
ら
ず
広
範
囲

の
近
所
の
住
民
に
対
し
、
直
接
、
騒
音
の
被
害
を
与
え
て
し
ま
う
。
そ
の
う
え
取
り
締
ま
り
は
あ
く
ま
で

警
察
が
お
こ
な
う
も
の
で
あ
り
、
区
役
所
が
対
応
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
だ
と
い
う
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
仮
装
し
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
む
人
と
、
仮
装
な
ど
せ
ず
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
乗

じ
て
騒
ぎ
た
い
だ
け
の
人
、
と
い
う
２
つ
の
セ
グ
メ
ン
ト
を
分
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

こ
と
だ
。
後
者
は
、
０
時
を
過
ぎ
て
か
ら
セ
ン
タ
ー
街
で
酔
っ
払
っ
て
喧け

ん

嘩か

を
す
る
よ
う
な
人
々
で
あ
る
。

「
渋
谷
区
が
き
ち
ん
と
管
理
し
て
責
任
を
取
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
べ
き
」
と
い
う
声
が
あ
る
と
い
う
が
、

行
政
が
主
導
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
健
全
な
時
間
に
健
全
な
場
所
で
お
こ
な
う
健
全
な
イ
ベ
ン
ト
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
前
者
に
向
け
て
は
楽
し
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
提
供
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
も
そ
も
後
者
の
よ
う
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
は
関
係
な
く
暴
れ
た
り
騒
ぐ
こ
と
が
目

的
の
人
々
に
対
し
て
は
、
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。
現
に
、
軽
ト
ラ
事
件
の
逮
捕
者
た
ち
は
、
仮
装
を
し

て
い
な
い
人
た
ち
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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杉
山
「
健
全
な
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
人
が
半
分
は
い
る
と
思
い
ま
す
。
仮
装
で

来
て
い
る
人
の
ほ
と
ん
ど
は
平
和
で
す
よ
。
見
て
い
て
と
て
も
楽
し
そ
う
で
す
。
ナ
ン
パ
目
的
と

か
爆
音
目
的
と
か
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
乗
じ
て
酒
を
飲
ん
で
騒
ご
う
と
す
る
層
が
大
き
な
問
題
で
す
。

２
０
１
５
年
く
ら
い
ま
で
の
暴
走
車
や
改
造
車
は
、
車
両
を
飾
っ
て
い
た
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
仮

装
を
し
た
り
し
て
い
て
ま
だ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
感
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
一
昨
年
ぐ
ら
い
か
ら
は
も

う
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
関
係
な
く
、
た
だ
た
だ
マ
ナ
ー
や
交
通
法
規
な
ん
か
を
守
ら
な
い
人
た
ち
ば
か

り
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
」

マ
ナ
ー
の
悪
さ
を
許
さ
な
い
空
気
を

　

杉
山
氏
は
、
２
０
１
８
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
報
道
番
組
の
「
Ｚ
Ｉ
Ｐ
！
」（
日
本
テ
レ
ビ
系
列
）
が
紹
介

し
て
い
た
看
護
師
２
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
く
れ
た
。
彼
女
ら
は
静
岡
県
か
ら
バ
ス
を
利
用
し
て
東

京
ま
で
や
っ
て
き
て
、
夜
の
渋
谷
を
徘は

い

徊か
い

し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
中
で
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
彼
女
ら
が
ほ
と
ん
ど
お
金
を
使
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
。
一
晩
で
、
せ
い
ぜ
い

２
０
０
０
円
足
ら
ず
の
買
い
物
を
コ
ン
ビ
ニ
で
し
た
程
度
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
渋
谷
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
、

若
い
10
代
、
20
代
が
多
く
参
加
し
て
お
り
、
彼
ら
は
店
に
入
る
わ
け
で
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
お
金
を
使
わ
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な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
地
域
経
済
へ
の
貢こ

う

献け
ん

が
な
い
、
と
い
う
の
が
ま
た
一
つ
の

問
題
点
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
杉
山
氏
が
「
コ
ス
パ
の
良
い
エ
ン
タ
メ
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
、
手
軽
に
安
く
参
加
で
き
て
、

か
つ
少
し
イ
ケ
て
い
る
仮
装
を
す
る
だ
け
で
誰
も
が
ヒ
ー
ロ
ー
／
ヒ
ロ
イ
ン
に
な
れ
る
こ
と
は
、
渋
谷
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
の
魅
力
だ
。
誰
で
も
、
数
千
円
程
度
の
出
費
で
注
目
さ
れ
て
ち
や
ほ
や
さ
れ
、
写
真
を
撮
ろ
う

と
声
を
掛
け
ら
れ
、
一
晩
楽
し
め
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
顔
を
隠
す
こ
と
が
で
き
る
、
匿と

く

名め
い

性せ
い

が
あ
る

こ
と
も
特
徴
の
一
つ
だ
。
日
頃
は
家
に
こ
も
っ
て
い
る
人
も
、
む
し
ろ
参
加
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

杉
山
「
渋
谷
に
来
れ
ば
、
わ
ず
か
の
出
費
で
ヒ
ー
ロ
ー
、
ヒ
ロ
イ
ン
に
な
れ
る
、
創
意
工
夫
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
次
第
で
注
目
さ
れ
て
ち
や
ほ
や
さ
れ
る
。
こ
れ
っ
て
、
快
感
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
参
加

者
は
非
日
常
感
を
求
め
て
い
る
、
と
い
う
分
析
や
ネ
ッ
ト
上
の
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
だ
と
き
に
は
、

た
ぶ
ん
こ
れ
が
本
当
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
コ
ス
パ
の
良
い
エ
ン
タ
メ
な
ん
で
す
よ
ね
。

学
校
や
職
場
、
自
宅
生
活
な
ど
か
ら
い
っ
た
ん
断
絶
し
、
顔
を
隠
し
て
ヒ
ー
ロ
ー
、
ヒ
ロ
イ
ン
に

な
れ
る
っ
て
い
う
の
は
こ
の
日
の
渋
谷
ぐ
ら
い
し
か
な
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
軽
ト

ラ
が
倒
れ
た
あ
と
は
、
日
本
に
若
者
に
と
っ
て
の
『
ハ
レ
の
場
』
が
な
く
な
っ
た
、
日
本
人
は
元
々
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祭
り
が
好
き
だ
っ
た
、
と
い
っ
た
論
調
を
多
く
見
か
け
ま
し
た
。
山
手
線
の
内
側
が
ど
ん
ど
ん
キ

レ
イ
に
な
っ
て
、
集
ま
っ
て
騒
げ
る
、
良
く
も
悪
く
も
多
様
性
を
存
分
に
吸
収
し
て
く
れ
る
場
所

が
多
く
の
都
市
で
な
く
な
っ
た
。
唯
一
残
さ
れ
た
渋
谷
が
そ
の
役
割
を
一
手
に
担
っ
て
い
る
。
こ

れ
も
実
感
と
し
て
、
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」

――
な
ん
で
そ
う
い
っ
た
人
々
は
、
渋
谷
に
来
る
ん
で
す
か
ね
？

杉
山
「
渋
谷
に
な
に
か
言
葉
に
し
難
い
期
待
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
か
ら
、
地
方

と
比
べ
て
刺
激
が
あ
る
と
い
う
声
は
よ
く
耳
に
し
ま
す
」

――
来
る
人
を
減
ら
す
に
は
、
ブ
ー
ム
が
過
ぎ
去
る
の
を
待
つ
し
か
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
？

杉
山
「
渋
谷
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
騒
ぎ
を
冷
や
や
か
に
見
て
い
る
論
調
は
、
近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
が
去
年
の
軽
ト
ラ
あ
た
り
で
決
定
的
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
リ
ア

ル
タ
イ
ム
検
索
を
見
て
い
て
も
、
間
違
い
な
く
批
判
的
に
見
る
日
本
人
は
増
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
そ
う
い
っ
た
世せ

間け
ん

の
目
を
全
く
気
に
す
る
こ
と
な
く
渋
谷
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
め
が
け

て
来
る
人
た
ち
も
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
な
か
な
か
、
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
で

す
ね
」

――
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
も
と
い
参
加
者
に
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
こ
と
を
期
待
し
ま
す
か
？
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杉
山
「
海
外
で
お
こ
な
わ
れ
る
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
試
合
で
、
日
本
人
サ
ポ
ー
タ
ー
が
試
合
後
に
ス
タ

ジ
ア
ム
の
ご
み
を
拾
っ
て
帰
っ
て
称し

ょ
う

賛さ
ん

さ
れ
る
、
と
い
う
記
事
が
よ
く
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

東
日
本
大
震
災
の
あ
と
も
、
き
ち
ん
と
並
ん
で
秩
序
が
保
た
れ
、
暴
動
が
起
き
な
か
っ
た
こ
と
も

称
賛
さ
れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。
日
本
人
は
民
度
が
高
く
て
世
界
で
一
番
マ
ナ
ー
が
良
い
国
民
だ
、

と
皆
喜
ん
で
い
る
。
で
も
、
日
頃
そ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
を
礼ら

い

賛さ
ん

し
て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
が
渋
谷
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
な
る
と
平
気
で
ご
み
を
捨
て
て
、
そ
れ
こ
そ
海
外
に
恥
ず
か
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
提

供
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
私
は
皆
あ
の
日
本
代
表
の
サ
ポ
ー
タ
ー
み
た
い
に
ご
み
を
拾

う
人
た
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
逆
に
、
マ
ナ
ー
違
反
や
法
律
違
反
を
す
る
人
を
見
か
け
た
ら
正
す

側
の
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
渋
谷
に
当
日
い
な
い
人
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
乗

じ
て
騒
ぐ
悪
質
な
人
た
ち
を
決
し
て
許
さ
ず
、
冷
や
や
か
に
突
き
放
す
空
気
を
作
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
」

　

若
者
を
制
限
し
て
縛
り
た
く
は
な
い
、
で
き
る
こ
と
な
ら
モ
ラ
ル
や
節せ

つ

度ど

を
呼
び
か
け
る
に
と
ど
め
て
、

「
若
者
の
街
」
を
守
り
続
け
た
い
、
と
い
う
区
長
の
願
い
。
そ
れ
と
は
裏う

ら

腹は
ら

に
、
過
熱
し
て
煽
っ
て
い
く
報

道
と
、
民
間
企
業
と
一
体
に
な
っ
て
様
々
な
対
策
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
ず
世
間
か
ら
受
け
る
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批
判
。「
区
」
と
い
う
行
政
機
関
と
し
て
対
応
で
き
る
範
囲
と
、
ど
う
し
よ
う
も
な

い
範
囲
。
限
ら
れ
た
予
算
、
そ
も
そ
も
区
の
税
金
を
区
外
の
人
々
の
迷
惑
行
為
の

た
め
に
用
い
た
く
は
な
い
と
い
う
葛か

っ

藤と
う

。
渋
谷
区
の
抱
え
る
苦
悩
が
、
だ
ん
だ
ん

と
見
え
始
め
た
。

　

様
々
な
都
市
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て
、
さ
ら
に
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

と
は
関
係
な
く
そ
こ
に
乗
じ
て
騒
ぎ
た
い
人
々
の
集
う
場
と
し
て
、
日
本
中
の
騒

ぎ
の
受
け
皿
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
、
区
は
加
担
も
し
て
い

な
け
れ
ば
責
任
だ
っ
て
な
い
は
ず
だ
。
こ
れ
は
日
本
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
増ぞ

う

幅ふ
く

さ
せ
て
い
る
側
面
が
確
実
に
あ
る
。

も
は
や
、
渋
谷
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
大
き
な
問
題
を
、
渋
谷
は
一

人
で
抱
え
て
い
る
の
だ
。
今
ま
で
煽
る
報
道
を
し
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
の
力
で
、
世

間
の
風ふ

う

潮ち
ょ
うが

変
化
し
て
い
く
こ
と
を
望
む
ば
か
り
だ
。

渋谷に集められる多くのごみ。一人ひとりのマナーが改善されるこ
とを望むばかりだ（渋谷区役所提供）
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
　
渋
谷
セ
ン
タ
ー
商
店
街
振
興
組
合
　
マ
イ
ナ
ス
の
経
済
効
果
の
被
害
者

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
、
サ
ッ
カ
ー
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

　

続
い
て
、
渋
谷
セ
ン
タ
ー
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
で
あ
る
小お

野の

寿と
し

幸ゆ
き

氏
、
そ
し
て
同
・
副
理
事
長
の

鈴す
ず

木き

達た
つ

治じ

氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
移
る
（
２
０
１
９
年
６
月
11
日
に
実
施
）。
２
０
１
５
年
か
ら
渋
谷
区
に

参
画
し
た
杉
山
氏
と
比
べ
れ
ば
、
55
年
以
上
、
渋
谷
で
働
い
て
き
た
小
野
理
事
長
は
渋
谷
の
歴
史
と
共
に

歩
ん
で
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

ど
う
い
う
歴
史
の
中
で
人
々
が
渋
谷
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
中
心
に
、
商
店
街
と
し
て
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
て
、
今
後
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
、
先
ほ
ど
と
は
違

う
視
点
か
ら
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

小
野
理
事
長
（
以
下
、
小
野
）「
昨
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
暴
動
化
し
て
、
逮
捕
ま
で
至
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
で
も
、
こ

の
逮
捕
は
渋
谷
を
大
事
に
す
る
た
め
に
や
っ
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
実
は
警
察
に
よ
る
来
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
実
践
訓
練
だ
っ
た
ん
で
す
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
た
め
だ
け
に
警

視
庁
本
部
が
あ
ん
な
こ
と
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
は
っ
き
り
言
う
の
、
僕
だ
け
で
す
か
ら
」
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
こ
ん
な
お
話
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
小
野
理
事
長
は
、
な
ん
で
も
赤せ

き

裸ら

々ら

に
、
あ

っ
け
ら
か
ん
と
語
っ
て
く
だ
さ
る
方
だ
っ
た
。

　

渋
谷
セ
ン
タ
ー
街
の
歴
史
を
少
し
振
り
返
ろ
う
。
ま
ず
、
旧
西せ

い

武ぶ

・
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
の
ま
ち
づ
く
り

戦
略
に
よ
り
、
68
年
に
「
渋
谷
西
武
」、
73
年
に
「
渋
谷
パ
ル
コ
」
な
ど
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
が
オ
ー
プ

ン
。
続
い
て
東
急
が
79
年
に
「
１
０
９
」、
89
年
に
「
Ｂ
ｕ
ｎ
ｋ
ａ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ
」
を
開
業
し
て
い
く
（
三
橋
、

２
０
１
４
）。
こ
う
し
て
、
80
〜
90
年
代
か
ら
は
若
者
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
街
と
い
う
立
ち
位
置
を
確
立
さ
せ
て

い
く
渋
谷
だ
が
、
不
良
・
非
行
の
少
年
少
女
が
集
う
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
ま
た
、
生
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
鈴
木
氏
に
よ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
は
、
青
少
年
の
問
題
が
起
き
る
た
び
に
「
イ
メ
ー
ジ
画
像
」

と
し
て
セ
ン
タ
ー
街
の
景
色
が
使
わ
れ
て
き
た
と
い
う
。

小
野
「
セ
ン
タ
ー
街
に
来
る
人
は
、
首
都
圏
か
ら
来
て
い
た
ん
で
す
ね
。
世
田
谷
区
、
大
田
区
な
ど
城
南

８
地
区
、
俗
に
い
う
山
の
手
の
人
が
多
い
。
で
も
、
お
や
じ
狩
り
が
あ
っ
た
り
、
高
校
生
の
不
良

が
セ
ン
タ
ー
街
に
来
て
喧
嘩
や
恐き

ょ
う

喝か
つ

を
し
た
り
、
ガ
ン
グ
ロ
や
チ
ー
マ
ー
が
流
行
り
だ
し
た
時
代

で
。
山
の
手
の
お
母
さ
ん
た
ち
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
セ
ン
タ
ー
街
に
行
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
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た
ん
で
す
」

　

こ
の
よ
う
に
セ
ン
タ
ー
街
が
荒
れ
る
中
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
で
騒
乱
が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
歴

史
は
99
年
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
か
ら
始
ま
る
。
交
差
点
の
中
心
に
位
置
す
る
ツ
タ
ヤ
の
入
っ
た

ビ
ル
「
Ｑ
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
年
に
、
東
急
が
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
た
の
が
最
初
だ
っ
た
。

日
本
に
は
そ
れ
ま
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
る
都
市
が
な
く
、
２
０
０
０
年
へ
と
変
わ

る
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
機
に
、
渋
谷
が
そ
の
盛
り
上
が
り
を
率
先
し
て
い
こ
う
と
い
う
計

画
だ
っ
た
（『
日
本
経
済
新
聞
』
１
９
９
９
年
12
月
20
日
）。
し
か
し
、
地
下
鉄
入
り
口
の
ガ
ラ
ス
屋
根
が
崩
れ
落
ち
、
そ

こ
に
上
っ
て
騒
い
で
い
た
17
歳
か
ら
23
歳
の
男
女
４
人
が
重
傷
を
負
う
事
故
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
（『
日
本

経
済
新
聞
』
２
０
０
１
年
1
月
3
日
）。

　

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
次
に
や
っ
て
き
た
の
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
時
代
だ
。
小
野
理
事
長
が
「
な
ん
ち
ゃ
っ

て
フ
ァ
ン
」
と
呼
ぶ
よ
う
な
本
当
の
フ
ァ
ン
で
は
な
い
人
々
が
、
た
だ
騒
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
交
差
点
に
集
ま
っ
て
ハ
イ
タ
ッ
チ
な
ど
を
し
て
盛
り
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
事
態

を
受
け
、
今
で
は
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
よ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
啓け

い

蒙も
う

活
動
が
功
を
奏
し
て
、
マ
ナ
ー
が
、
あ

る
程
度
、
保
た
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
数
年
前
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
騒
い
で
い
た
群
衆
の
映
像
は
記
憶
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に
新
し
い
だ
ろ
う
。
元
々
の
始
ま
り
は
、
２
０
０
２
年
の
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。
警
視
庁
本
部
を
通
じ

て
、
六
本
木
や
渋
谷
の
パ
ブ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
フ
ー
リ
ガ
ン
た
ち
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
話
が
入
っ
た
。

そ
こ
で
、
渋
谷
区
、
警
察
、
商
店
街
で
協
力
し
て
、
路
上
の
出で

っ
張ぱ

り
看
板
（
路
上
に
置
く
タ
イ
プ
の
看
板

や
販
売
ワ
ゴ
ン
な
ど
、
店
外
に
出
て
い
る
販
促
物
の
こ
と
）
を
全
て
片
付
け
る
こ
と
に
し
た
の
だ
そ
う
だ
。
意

識
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
今
の
セ
ン
タ
ー
街
を
歩
い
て
み
て
も
、
店
頭
や
路
上
に
目
に
つ
く

よ
う
な
看
板
や
ワ
ゴ
ン
は
存
在
し
な
い
。

　

し
か
し
、
サ
ッ
カ
ー
が
終
わ
っ
て
み
れ
ば
「
元も

と

の
木も

く

阿あ

弥み

」。
商
店
街
は
２
０
０
３
年
に
「
渋
谷
セ
ン
タ

ー
街
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
立
ち
上
げ
た
。
鈴
木
氏
は
別
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、「『
汚
い
・
暗
い
・
危

険
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
街
が
ダ
メ
に
な
る
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
改
善
し
て
い
き
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
」

と
語
っ
て
い
る
（
渋
谷
区
広
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
課
、
２
０
１
７
）。
最
初
は
警
察
や
区
役
所
も
あ
ま
り
協
力
的
で
は
な

か
っ
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
活
動
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

商
店
街
発
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
元が

ん

祖そ

と
し
て
ほ
か
の
地
域
か
ら
講
演
の
依
頼
が
来
る
な
ど
、
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
そ
う
だ
。
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小
野
「
当
時
は
、
来
る
お
客
が
悪
い
と
い
う
よ
り
、
商
店
街
の
モ
ラ
ル
が
な
さ
す
ぎ
る
と
い
う
見
方
を
し

て
い
ま
し
た
。
悪
い
人
を
相
手
に
す
る
店
が
あ
る
か
ら
悪
い
人
が
く
る
。
出
っ
張
り
看
板
や
プ
リ

ク
ラ
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
店
の
前
に
座
っ
て
い
る
高
校
生
の
食
べ
散
ら
か
し
、
飲
み
散
ら
か
し
。

ゴ
キ
ブ
リ
と
か
ネ
ズ
ミ
も
退た

い

治じ

し
ま
し
た
ね
。
警
察
が
あ
る
ん
だ
か
ら
そ
こ
ま
で
や
る
必
要
な
い
、

と
組
合
に
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
我
々
は
商
人
だ
か
ら
こ
そ
、
商
店
が
流は

や行
る
街
に
し
た
い
、

あ
る
い
は
商
店
か
ら
文
化
を
発
し
た
い
。
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
僕
の
中
に
あ
り
ま
し
た
」

　

ブ
ラ
ン
ド
品
の
コ
ピ
ー
商
品
な
ど
の
露ろ

店て
ん

販
売
、
居
酒
屋
の
客
引
き
や
ぼ
っ
た
く
り
行
為
、
最
近
で
は

ア
ダ
ル
ト
系
へ
の
勧
誘
と
い
っ
た
様
々
な
問
題
が
絶
え
な
い
セ
ン
タ
ー
街
だ
が
、
早
く
か
ら
手
を
打
っ
て

き
た
こ
と
が
功
を
奏
し
て
い
る
、
と
小
野
理
事
長
は
語
る
。
90
年
代
か
ら
若
者
の
街
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

定
着
し
た
渋
谷
セ
ン
タ
ー
街
で
は
、
２
０
０
０
年
に
入
り
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
、
そ
し
て
サ
ッ
カ
ー
を
機

に
群
衆
が
集
ま
る
街
と
な
っ
た
。
今
も
続
く
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
に
よ
り
少
し
ず
つ
安
全
が
保
た
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
次
に
起
こ
っ
た
の
が
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
問
題
だ
っ
た
。
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「
変
態
仮
装
行
列
」
を
す
る
「
バ
カ
者
」
た
ち

小
野
「
１
番
目
が
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
、
２
番
目
が
サ
ッ
カ
ー
、
そ
の
次
に
出
て
き
た
の
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な

ん
で
す
ね
。
例
え
ば
ロ
ン
ド
ン
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
は
、
大
人
は
パ
ブ
の
中
で
騒
い
で
、
外
で
は
絶

対
に
騒
が
な
い
。
郊
外
で
は
お
子
様
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
の
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
は
『
変
態
仮
装
行
列
』。
と
ん
で
も
な
い
で
す
。
６
、
７
年
前
か
ら
あ
れ
っ
と
い
う
間
に
参
加

者
が
倍
々
に
増
え
て
、
去
年
は
ト
ラ
ッ
ク
が
倒
さ
れ
て
問
題
に
な
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
も
今
ま
で
は

煽
る
傾
向
に
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
さ
す
が
に
同
情
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
当
日
の
セ
ン
タ
ー
街
の
売
り
上
げ
は
普
段
よ
り
大
き
く
下
が
る
と
い
い
、
今
で
は
18
時
以

降
は
路
面
店
を
閉
め
て
い
る
そ
う
だ
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
は
経
済
効
果
が
あ
る
の
に
も
っ
た
い
な
い
、
と
い

う
論
調
を
、
小
野
理
事
長
は
「
あ
ん
な
の
マ
イ
ナ
ス
経
済
効
果
だ
よ
」
と
一い

っ

蹴し
ゅ
うし

た
。
セ
ン
タ
ー
街
の
店

舗
の
従
業
員
も
、
店
か
ら
駅
ま
で
行
く
の
が
難
し
く
、
帰
る
の
に
困
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

０
時
ま
で
に
帰
宅
す
る
よ
う
渋
谷
区
が
訴
え
か
け
て
も
、
皆
、
終
電
で
渋
谷
に
や
っ
て
き
て
し
ま
う
。

イ
ベ
ン
ト
化
・
ル
ー
ル
化
し
て
抑
え
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
参
加
者
た
ち
は
結
局
イ
ベ

ン
ト
後
に
セ
ン
タ
ー
街
に
集
ま
っ
て
く
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
小
野
理
事
長
の
見け

ん

解か
い

だ
。
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小
野
「
だ
か
ら
、
変
態
な
の
。
モ
ラ
ル
の
な
い
人
に
モ
ラ
ル
の
話
を
し
て
も
糠ぬ

か

に
釘く

ぎ

。
セ
ン
タ
ー
街
の
中

に
警
備
車
両
、
機
動
隊
を
入
れ
て
ほ
し
い
。
警
備
態
勢
で
抑
え
て
い
こ
う
、
と
僕
は
言
っ
て
い
ま

す
。
渋
谷
に
は
『
若
者
の
街
』
と
い
う
冠

か
ん
む
りが

付
く
か
ら
、
そ
の
若
者
を
追
い
出
す
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
、
と
い
う
声
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
あ
れ
は
若
者
で
は
な
く
『
バ
カ
者
』。
し
か
も
、
地
元

の
企
業
や
若
者
は
参
加
し
て
い
な
い
。
渋
谷
区
の
人
は
、
あ
ん
な
騒
動
し
な
い
ん
で
す
」

　

渋
谷
区
役
所
の
杉
山
氏
も
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
最
近
は
全
国
的
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
様
子
が
放
送
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
名
古
屋
や
仙
台
か
ら
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
渋
谷
に
や
っ
て
く
る
中
学
生
な
ど
も
い
る
ら
し
い
。

厳
密
に
数
え
る
こ
と
は
不
可
能
だ
が
、
集
ま
る
人
の
う
ち
仮
装
し
て
い
る
の
は
３
割
だ
け
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
見
に
来
て
い
る
人
が
７
割
は
い
る
の
だ
と
か
。
取
材
の
た
め
に
訪

れ
た
我
々
ゼ
ミ
生
も
、
そ
の
中
に
入
る
だ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
な
思
い
か
ら
若
者
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
セ
ン
タ

ー
街
に
集
ま
る
の
か
。
小
野
理
事
長
の
口
か
ら
は
、
杉
山
氏
の
考
察
に
近
い
回
答
が
得
ら
れ
た
。

小
野
「
自
分
の
所
属
し
て
い
る
会
社
に
満
足
し
て
い
な
い
人
や
、
組
織
か
ら
外
れ
か
か
っ
た
人
が
い
っ
ぱ
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い
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
人
た
ち
の
鬱う

っ

憤ぷ
ん

や
不
満
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か

ね
。
自
分
の
地
域
で
あ
ん
な
格
好
し
た
ら
疎そ

外が
い

さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
セ
ン
タ
ー
街
へ
来
た

ら
、
同
じ
よ
う
な
人
ば
か
り
い
る
か
ら
、
す
ぐ
友
達
に
な
る
。
都
会
に
は
注
意
す
る
人
が
い
ま
せ

ん
か
ら
ね
」

マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し
、
新
た
な
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
形
を

　

先
の
渋
谷
区
役
所
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
若
者
の
街
の
イ
メ
ー
ジ
を
保
っ
て
い
き
た
い
、
な
る
べ
く
規

制
は
し
た
く
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
。
し
か
し
、
商
店
街
側
に
は
少
し
強
固
な
姿
勢
を
見
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
識
が
あ
る
よ
う
だ
。

小
野
「
追
い
出
す
よ
り
受
け
入
れ
て
モ
ラ
ル
を
作
ろ
う
と
言
う
け
ど
、『
バ
カ
者
』
に
対
し
て
は
無
理
だ

と
思
う
ね
。
若
者
を
冷
た
く
追
い
出
し
た
く
な
い
、
と
い
う
考
え
が
あ
る
み
た
い
だ
け
ど
、
悪
い

こ
と
す
る
人
に
優
し
く
で
き
な
い
も
ん
ね
。
ゆ
る
や
か
さ
の
中
で
も
、
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
っ
て

線
を
引
か
な
い
と
い
け
な
い
」
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ま
た
、
今
回
の
路
上
飲
酒
禁
止
の
条
例
に
関
し
て
も
、
理
事
長
ら
は
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
と
銘め

い

打う

っ
て
ほ

し
い
そ
う
だ
。
小
野
氏
と
鈴
木
氏
か
ら
頂
い
た
「『
渋
谷
セ
ン
タ
ー
街
』
が
考
え
る　

――
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ

ー
ン
検
討
会
の
現
時
点
で
の
整
理
と
方
向
性
――
」
と
い
う
資
料
に
よ
れ
ば
、「
仮
称
『
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対

策
条
例
』
と
い
っ
た
条
例
」
に
つ
い
て
、「
渋
谷
区
、
商
店
会
連
合
会
、
警
察
な
ど
が
一
致
団
結
し
て
対
応

す
る
と
い
う
こ
と
を
内
外
に
知
ら
し
め
る
た
め
に
必
要
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
続
く
。

小
野
「『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
』
と
銘
打
て
ば
、
マ
ス
コ
ミ
が
食
い
つ
い
て
区
長
も
僕
ら
も
コ
メ
ン
ト
を
出
せ
る
。

そ
う
す
れ
ば
、『
あ
い
つ
ら
う
る
せ
え
よ
な
』『
も
う
行
く
の
や
め
よ
う
ぜ
』
と
い
う
抑
止
に
も
繫

が
る
。
規
制
し
て
痛
い
目
に
遭あ

わ
せ
な
い
と
、
も
う
効
か
な
い
ん
で
す
よ
」

鈴
木
副
理
事
長
（
以
下
、
鈴
木
）「『
渋
谷
は
騒
げ
る
』
と
い
う
風
潮
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
マ
ス
コ
ミ
は

２
０
１
８
年
の
軽
ト
ラ
を
機
に
、
煽
り
か
ら
同
情
に
変
わ
り
、
今
度
は
『
渋
谷
、
ど
う
す
る
の
？
』

と
追
い
詰
め
る
方
向
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
対
策
、
改
革
を
打

ち
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
し
、
今
年
が
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
で
し
ょ

う
ね
。
区
長
と
し
て
は
『
違
い
を
力
に
』
と
言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
我
々
と
し
て
は
『
間
違
い

を
力
に
』
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
か
ら
」
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規
制
や
封
鎖
を
お
こ
な
わ
な
く
て
も
ど
の
み
ち
売
り
上
げ
は
落
ち
て
い
る
。
だ
か
ら
、
商
店
街
と
し
て

の
強
固
な
姿
勢
を
印
象
付
け
る
た
め
に
、
思
い
切
っ
て
セ
ン
タ
ー
街
を
封
鎖
す
る
レ
ベ
ル
の
対
策
を
と
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
お
二
人
の
意
見
だ
。

鈴
木
「
行
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
な
、
と
思
わ
せ
る
ぐ
ら
い
で
ち
ょ
う
ど
い
い
で
す
か
ら
。
恐
れ
な
い
で
大

胆
に
や
っ
て
ほ
し
い
」

小
野
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
と
き
に
僕
が
『
変
態
仮
装
行
列
』
と
発
言
し
た
ら
、
苦
情
は
１
件
し
か
な
か
っ

た
。
あ
と
は
『
よ
く
言
っ
た
』『
確
か
に
そ
う
で
す
、
応
援
し
ま
す
』
と
い
っ
た
応
援
、
共
感
の
声

が
30
通
ぐ
ら
い
届
い
た
。
３
ヶ
月
前
に
言
っ
て
い
た
ら
、
流
行
語
大
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
だ

ろ
う
ね
（
笑
）。
騒
ぎ
が
自
然
消
滅
す
る
よ
う
に
、
逆
に
マ
ス
コ
ミ
を
用
い
て
改
革
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
」

――
今
後
の
渋
谷
、
今
後
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
、
ど
う
い
う
方
向
に
も
っ
て
い
き
た
い
と
お
考
え
で
す
か
？

小
野
「
元
々
来
て
い
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
客
は
、
怖
く
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
時
期
の
渋
谷
に
は
来
ら
れ
な
い
ん
で

す
よ
。
今
の
区
長
は
、
安
心
安
全
の
治
安
と
賑に

ぎ

わ
い
を
一
緒
に
走
ら
せ
た
い
、
と
い
う
考
え
方
。
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で
も
僕
は
、
治
安
が
先
に
い
け
ば
、
賑
わ
い
は
あ
と
か
ら
つ
い
て
く
る
と
思
う
。
渋
谷
も
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
見
習
っ
て
、
商
店
街
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
よ
う
な
新
た
な
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
提
供
し
よ
う

と
言
っ
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
お
店
の
中
で
や
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
お
店
側
も
ウ
ェ
ル
カ
ム
。

従
業
員
が
仮
装
を
し
て
お
客
さ
ん
を
迎
え
る
と
か
、
方
法
は
い
っ
ぱ
い
で
て
く
る
は
ず
で
す
」

『
家
庭
と
防
犯
』（
２
０
１
９
年
２
月
）
に
お
い
て
も
「
若
者
の
街
・
渋
谷
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
楽
し
め
る
街
へ
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
お
二
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
に
屋
内
で
上
品

に
楽
し
む
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、
家
族
が
安
全
に
楽
し
め
る
よ
う
な
渋
谷
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
小
野
理
事
長

ら
の
理
想
な
の
だ
。「
変
態
仮
装
行
列
」「
バ
カ
者
」
と
い
っ
た
表
現
は
非
常
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
だ
が
、
セ
ン

タ
ー
街
や
近
隣
住
民
、
買
い
物
客
が
受
け
て
い
る
被
害
は
決
し
て
笑
え
る
も
の
で
は
な
い
。「
若
者
の
街
」

の
イ
メ
ー
ジ
と
安
心
・
安
全
な
街
と
の
狭は

ざ

間ま

で
葛
藤
す
る
渋
谷
を
、
商
店
街
、
そ
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の

立
場
か
ら
支
え
る
お
二
人
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
だ
っ
た
。
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分 
析
　
　

渋
ハ
ロ
を
分
析
す
る

観
光
化
す
る
渋
ハ
ロ

　

両
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
渋
谷
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
熱
狂
に
は
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
と
い
う
発
言
が
た
び
た
び
登
場
し
た
。
杉
山
氏
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
の
中
で
「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
の
最
大
の
受じ

ゅ

益え
き

者し
ゃ

は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
だ
」
と
い
う
声
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
し
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

に
つ
い
て
の
記
事
は
Ｐ
Ｖ
数
が
高
く
な
る
ら
し
く
、
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
ほ
ど
儲も

う

か
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
こ
こ
数
年
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
煽

る
よ
う
な
報
道
を
続
け
て
き
た
の
を
、
皆
さ
ん
も
見
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
影
響
で
渋
ハ
ロ
に
訪
れ

た
人
は
少
な
く
な
い
は
ず
だ
。
２
０
１
９
年
５
月
の
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
対
策
検
討
会
中
間
報
告
」
に
は
、

来
訪
者
の
７
割
は
仮
装
を
せ
ず
見
物
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
た
と
い
う
情
報
ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
も
は
や
一
つ
の
観
光
地
と
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。
我
々
が
現
地

調
査
で
お
こ
な
っ
た
参
加
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
も
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
一
度
は
見
て
み
た
か
っ

た
、
と
い
っ
た
理
由
で
訪
れ
て
い
る
人
は
多
か
っ
た
（
詳
し
く
は
第
５
章
を
参
照
）。
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「
観
光
」
が
す
で
に
知
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
行
為
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
を
、
社
会
学
者
の
ジ

ョ
ン
・
ア
ー
リ
は
「
観
光
の
ま
な
ざ
し
（tourist’s gaze

）」
と
呼
ん
だ
（
ア
ー
リ
＆
ラ
ー
ス
ン
、
２
０
１
４
）。
観
光
客

と
い
う
の
は
、
事
前
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
観
光
地
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
そ
う

し
て
構
築
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
現
地
で
な
ぞ
る
よ
う
に
楽
し
む
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
も
同
様
で
、
人
々
は
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
で
見
た
あ
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
を
見
て
み
た

い
、
確
認
し
た
い
と
い
う
動
機
で
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
か
す
る
と
仮
装
だ
っ
て
、「
仮

装
し
て
参
加
す
る
人
の
様
子
」
と
い
う
対
象
を
自
身
で
再
確
認
し
て
い
る
だ
け
で
、
仮
装
自
体
を
そ
こ
ま

で
楽
し
ん
で
い
な
い
可
能
性
す
ら
あ
る
。
群
衆
を
見
る
た
め
に
集
ま
っ
て
い
る
群
衆
と
い
う
わ
け
だ
。
そ

う
考
え
る
と
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
非
常
に
虚
し
い
、
空
虚
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
き
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
意
見
は
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
熱
狂
し
て
い
る
人
々
を
し
ら
け
さ
せ
る
こ
と
に
一
役

買
う
か
も
し
れ
な
い
。

「
珍ち

ん

走そ
う

団だ
ん

」
的
な
「
変
態
仮
装
行
列
」

　

話
が
元
に
戻
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
ま
な
ざ
し
」
の
対
象
と
な
る
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
作

り
上
げ
た
の
は
、
や
は
り
メ
デ
ィ
ア
の
力
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
メ
デ
ィ
ア
は
元
々
煽
る
よ
う
な
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報
道
を
続
け
て
い
た
が
、
軽
ト
ラ
の
事
件
を
機
に
そ
れ
が
同
情
に
変
わ
っ
て
き
た
、
と
鈴
木
氏
は
述
べ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
報
道
の
さ
れ
方
や
世
間
の
態
度
は
、
一
つ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に

急
変
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
２
０
１
８
年
の
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
象
徴
す
る
ワ
ー
ド
は
「
軽
ト
ラ
」
で

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
例
年
以
上
に
荒
れ
て
治
安
が
悪
か
っ
た
と
い
う
印
象
が
残
っ

た
は
ず
だ
。
実
際
に
は
例
年
よ
り
も
参
加
者
が
少
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
軽
ト
ラ
報
道
を
受

け
た
揺
り
戻
し
で
結
局
混
雑
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
か
ら
も
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
が
わ
か
る
だ

ろ
う
。

　

様
々
な
事
象
を
選
択
的
に
強
調
し
、
そ
れ
を
単
純
化
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
正
し
か
ろ
う
と
誇

張
で
あ
ろ
う
と
「
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
な
っ
て
い
く
過
程
は
、「
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
（fram

ing

）」
と
呼

ば
れ
る
（Benford &

 Snow
, 2000

）。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
、
出
来
事
の
捉
え
方
や
切
り
取
り
方
は
、
世
間
の
認

識
を
形
作
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

去
年
は
軽
ト
ラ
事
件
に
つ
い
て
の
報
道
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
い
え
ば

軽
ト
ラ
だ
よ
ね
、
あ
の
事
件
は
び
っ
く
り
し
た
、
と
に
か
く
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
人
た
ち
が
夜
中
に
集
ま
っ
て
、

な
に
も
考
え
ず
に
騒
い
で
い
て
、
迷
惑
行
為
を
働
い
て
、
人
の
も
の
を
壊
し
た
ん
で
し
ょ
う
、
渋
谷
っ
て
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怖
い
よ
ね
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
っ
て
危
な
い
よ
ね
、
犯
罪
者
の
集
ま
り
だ
よ
ね
」
と
い
っ
た
連
想
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て
し
ま
う
。
小
野
理
事
長
ら
が
心
配
し
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
報
道
や

フ
レ
ー
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
せ
っ
か
く
守
っ
て
き
た
セ
ン
タ
ー
街
の
安
全
な
イ
メ
ー
ジ
が
損
な
わ
れ
る
こ

と
、
現
実
以
上
に
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
膨
れ
上
が
っ
て
い
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
こ
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
が
良
い
方
向
に
働
い
た
と
い
え
る
の
が
、「
珍
走
団
」
の
事
例
だ
。
暴
走
族

が
流
行
っ
て
い
た
頃
、「
暴
走
族
」
は
格
好
良
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
か
ら
「
珍
走
団
」
と
い
う
ダ
サ
い
呼
び

方
が
生
み
出
さ
れ
、
警
察
な
ど
が
ポ
ス
タ
ー
化
し
た
話
は
有
名
だ
（
ひ
ろ
ゆ
き
、
２
０
１
９
）。
こ
の
よ
う
に
「
ダ

サ
い
」
フ
レ
ー
ム
を
付ふ

与よ

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
態
の
沈
静
化
を
図
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

実
際
、
杉
山
氏
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
「
珍
走
団
」
に
つ
い
て
言
及
し
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
こ
の
渋

谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
も
起
こ
せ
れ
ば
、
と
話
し
て
い
た
。

　

小
野
理
事
長
の
「
変
態
仮
装
行
列
」
と
い
う
ワ
ー
ド
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
よ
り
前
に
バ
ズ
っ
て
い
れ
ば
、
渋

谷
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
漢
字
６
文
字
の
仰ぎ

ょ
う

々ぎ
ょ
うし

い
並
び
、
口
に
し
た
と
き
の
ど
こ
か
古

臭
い
感
じ
、「
変
態
」
と
い
う
単
語
の
強
さ
と
ダ
サ
さ
か
ら
、
２
０
１
８
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
こ
こ
ま
で
盛

り
上
が
ら
ず
に
終
わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
で
、
実
際
に
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
の
は
仮
装
す
ら
し
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て
い
な
い
、
た
だ
騒
ぐ
こ
と
を
目
的
に
や
っ
て
く
る
タ
チ
の
悪
い
人
々
だ
。
こ
の
人
々
に
こ
そ
、「
変
態
便

乗
集
団
」
と
か
、
な
に
か
名
前
が
付
け
ば
、
ま
た
印
象
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
関
連
し
て
、「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
（agenda setting

）」 

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
も
あ

る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
、
世
間
の
中
で
議
論
さ
れ
る
べ
き
議
題
の
優
先
順
位
や
重
要
度
、
ひ
い
て

は
世
論
に
影
響
を
及
ぼ
し
態
度
や
意
見
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
選
挙
戦
に
関
す
る
報
道

な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
概
念
だ
（M

aC
om

bs &
 Shaw

, 1972

／
マ
コ
ー
ム
ズ
、
２

０

１

８
）。
31

日
に
向
け
て
報
道
が
過
熱
し
て
い
く
影
響
を
受
け
、
視
聴
者
た
ち
の
意
識
の
中
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
占
め
る

割
合
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
も
、
こ
れ
で
説
明
で
き
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
関
連
す
る
報
道
の
中
に
は
、「
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
や
「
経
済
効
果
」

と
関
連
づ
け
て
い
る
も
の
が
数
多
く
存
在
す
る
。
我
々
は
そ
の
よ
う
な
報
道
を
見
れ
ば
、
実
際
の
如い

か
ん何

に

か
か
わ
ら
ず
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
儲
か
る
も
の
、
経
済
の
た
め
に
は
あ
る
程
度
仕
方
の
な
い
お
祭
り
騒

ぎ
、
と
思
い
込
む
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
売
り
上
げ
が
大
き
く
下
が
る
と
い
う
報
道
が
さ
れ
た
と
た

ん
、
手
の
ひ
ら
を
返
し
た
よ
う
に
ネ
ッ
ト
上
で
批
判
が
相
次
い
で
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

実
際
、
２
０
１
８
年
11
月
に
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
渋
谷
店
の
方
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
街
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の
盛
り
上
が
り
と
は
裏
腹
に
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
小
さ
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
る
そ
う
だ
。
仮
装
グ
ッ
ズ
を

そ
の
ま
ま
購
入
す
る
よ
り
も
自
分
で
揃
え
た
り
作
っ
た
り
す
る
人
の
ほ
う
が
多
い
こ
と
や
、
参
加
層
が
大

人
か
ら
大
学
生
、
高
校
生
へ
と
低
年
齢
化
し
た
こ
と
な
ど
が
、
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
ら
し
い
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
が
盛
り
上
が
り
始
め
た
５
年
前
ほ
ど
の
爆
発
力
は
も
う
な
く
な
っ
た
、
と
も
語
ら
れ
た
。
そ
も
そ

も
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
期
間
中
は
道
が
混
雑
し
て
塞ふ

さ

が
っ
て
い
る
た
め
、
お
客
さ
ん
が
店
舗
に
た
ど
り
着
く
こ
と
、

中
に
入
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
の
だ
と
か
。
一
部
の
「
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
の
報
道
と
は
異
な

り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
意
外
と
儲
か
ら
な
い
イ
ベ
ン
ト
な
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
も
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
も
、
メ
デ
ィ
ア
の
切
り
取
り
方
、
情
報
の
選
択
や

強
調
が
我
々
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て

も
、
第
１
章
と
第
５
章
は
い
ず
れ
も
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
の
立
場
や
切
り
取
り
方
は

ま
る
で
異
な
る
。
こ
の
第
１
章
で
は
行
政
の
苦
悩
や
商
店
街
の
思
い
を
伝
え
て
い
る
が
、
第
５
章
で
は
、

参
加
者
が
ど
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
か
と
い
う
見
識
を
得
ら
れ
る
は
ず
だ
。
な
に
を
強
調
す
る
か

に
よ
っ
て
同
じ
事
象
の
見
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
、
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
２

０
１
９
年
は
路
上
飲
酒
禁
止
条
例
が
成
立
し
た
こ
と
で
、
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
関
す
る
報
道
の
さ
れ
方
が
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変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

渋
ハ
ロ
は
、
鍋
の
雑
炊

　

こ
の
よ
う
に
、
報
道
の
影
響
に
よ
っ
て
人
々
は
、
31
日
に
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
行
か
な
い
人
に
と
っ
て
も
、
31
日
に
渋
谷
に
人
々
が
集
ま
る
と
い
う
景け

色し
き

が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
。
も
は
や
毎
年
の
恒
例
行
事
の
よ
う
だ
。

　

特
に
面
白
い
の
は
、
金
曜
日
の
夜
や
土
日
は
ほ
か
の
都
市
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
過
ご
し
、

最
終
的
に
31
日
に
シ
メ
と
し
て
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
来
る
人
が
多
い
こ
と
だ
。
こ
れ
は
一
種
の
「
ス
ク
リ

プ
ト
（script

）」
と
呼
べ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
の
消
費
者
行
動
は
、
ま
る
で
台
本
ど
お
り

に
演
じ
て
い
る
か
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
手
順
の
中
を
進
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
ス
ク
リ
プ
ト

と
呼
ば
れ
る
（Solom

on, Surprenant, C
zepie, &

 G
utm

an, 1985

）。
例
え
ば
日
本
の
飲
み
会
で
は
「
と
り
あ
え
ず
ビ
ー

ル
」
と
言
っ
て
全
員
が
ビ
ー
ル
で
乾
杯
す
る
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
食
事
後
に
チ
ッ
プ

を
置
く
と
い
っ
た
習
慣
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
ク
リ
プ
ト
は
文
化
や
社
会
、
時
代
に
よ
っ
て
も
異
な

る
の
が
特
徴
だ
。
飲
み
会
の
シ
メ
に
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た
り
、
鍋
の
シ
メ
と
し
て
余
っ
た
ス
ー
プ
に
ご
飯

を
投
入
し
て
シ
メ
の
雑
炊
を
作
っ
た
り
と
い
っ
た
ス
ク
リ
プ
ト
が
存
在
す
る
よ
う
に
、「
シ
メ
」
は
ス
ク
リ
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プ
ト
に
な
り
が
ち
な
キ
ー
ワ
ー
ド
か
も
し
れ
な
い
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
も
、
ラ
ー
メ
ン
や
雑
炊
の
よ
う
に
、

「
最
後
は
こ
れ
で
終
わ
る
よ
ね
！
」
と
い
う
定
番
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
分
析
の
シ
メ
と
し
て
、
こ
の
ス
ク

リ
プ
ト
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
紹
介
し
た
が
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
ス
ク
リ
プ
ト
を
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
な
ら
、
荒
れ
る
渋
ハ
ロ
は
な
く
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
の
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
説
明
し
た
通
り
で
あ
る
。

ま
と
め
　 「
そ
し
て
意
思
は
言
葉
を
変
え　

言
葉
は
都
市
を
変
え
て
ゆ
く
」

　

自
称
・
品
行
方
正
で
真
面
目
に
生
き
て
き
た
女
子
大
生
が
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
向
き
合
っ
た
結
果
が
、

こ
の
第
１
章
で
あ
る
。
絶
対
に
避
け
て
通
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
渋
谷
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
だ
っ
た
が
、
巻
き

込
ま
れ
て
み
れ
ば
非
常
に
興
味
深
く
、
最
終
的
に
は
渋
谷
区
役
所
、
そ
し
て
商
店
街
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
い
う
貴
重
な
場
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
時
に
は
リ
ス
ク
な
ん
て
考
え
ず
に
飛
び
込
む
勇
気
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

若
者
の
街
の
イ
メ
ー
ジ
を
守
る
べ
く
、
な
る
べ
く
規
制
を
し
た
く
な
い
と
い
う
区
の
考
え
方
に
も
共
感
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で
き
る
し
、
日
々
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
小
野
理
事
長
と
鈴
木
氏
の
努
力
を
思
え
ば
、
積
極
的
な
取
り
締

ま
り
も
仕
方
な
い
と
思
え
る
。

　

ほ
か
の
全
て
の
街
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
シ
メ
と
し
て
、
若
者
に
と
っ
て
の
数
少
な
い
「
ハ
レ
」
の
場
の
役

割
を
担
う
渋
谷
。
そ
れ
は
誰
の
手
に
も
止
め
ら
れ
な
い
。
唯
一
、
解
決
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

「
珍
走
団
」
の
よ
う
に
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
は
ダ
サ
い
、
行
っ
て
い
る
人
は
つ
ま
ら
な
い
、
と
い
う
風
潮
を
な

ん
と
か
作
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
か
。
２
０
１
８
年
の
軽
ト
ラ
事
件
に
よ
っ
て
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
歴
史

も
区
切
り
を
迎
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
が
、
将
来
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
実
の
と
こ

ろ
、
そ
れ
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。

　

か
つ
て
渋
谷
系
（
90
年
代
に
流
行
し
た
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
）
の
王
子
と
も
呼
ば
れ
た
歌
手
、
小お

沢ざ
わ

健け
ん

二じ

の
『
流

動
体
に
つ
い
て
』
と
い
う
曲
に
、「
そ
し
て
意
思
は
言
葉
を
変
え　

言
葉
は
都
市
を
変
え
て
ゆ
く
」
と
い
う

フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。
渋
谷
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
思
い
出
し
た
の
が
こ
の
歌

詞
だ
っ
た
。
渋
谷
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
ど
ん
な
風
に
し
て
い
き
た
い
か
、
立
場
や
ス
タ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
そ
の

意
思
は
違
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
意
思
が
、
こ
う
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
本
、
メ
デ
ィ
ア
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
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な
ど
に
乗
っ
か
っ
て
、
言
葉
に
な
っ
て
、
渋
谷
を
変
え
て
き
た
の
だ
。
渋
谷
は
、
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら

も
「
流
動
体
」
な
の
だ
。
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君は、

何と闘うか？

マーカー部分をクリックして、「ジセダイ」
をチェック!!!

「ジセダイ」は、20代以下の若者に向けた、
行動機会提案サイトです。読む→考える→行
動する。このサイクルを、困難な時代にあっ
ても前向きに自分の人生を切り開いていこう
とする次世代の人間に向けて提供し続けます。

ジセダイイベント

ジ セ ダ イ 総 研

星海社新書試し読み

メ イ ン コ ン テ ン ツ
著者に会える、同世代と話せるイベントを毎月

開催中！　行動機会提案サイトの真骨頂です！

若手専門家による、事実に基いた、論点の明確な読み物を。

「議論の始点」を供給するシンクタンク設立！

既刊・新刊を含む、
すべての星海社新書が試し読み可能！

https://ji-sedai.jp

https://ji-sedai.jp/event/info/
https://ji-sedai.jp/series/research/
https://ji-sedai.jp/book/publication/
https://ji-sedai.jp
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